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世
人
は
新
し
き
刺
戟
が
な
い
と
物
に
注
意
を
梯
は
な
い
。

明

k登

明

親

運

重力



報:新r~~ 、ヲて芝

-4・旬
、
三
二
，
山

h

1

t
 

百

の

ft(}_ 

現
器
と
は
眼
球
と
眼
附
属
器
と
を
総
稽
す
る
。
附
属
器
と
は
結
膜
、
眼
筋
、

涙
器
等
で
あ
る
。
眼
球
は
三
唐
の
膜
、
卸
も
外
側
か
ら
輩
膜
、
葡
萄
膜
(
脈
絡

膜
.
毛
様
位
、
虹
彩
)
網
膜
か
ら
出
来
て
ゐ
る
。
白
い
輩
膜
の
前
方
は
少
じ
く

湾
箆
度
強
く
突
出
し
て
居
て
、
透
明
で
あ
る
。

此
部
在
角
膜
と
稽
す
。
葡
萄
膜

は
黒
褐
色
の
色
素
と
血
管
と
に
富
ん
で
居
る
。
眼
球
の
大
部
分
を
被
う
て
居
る

部
を
脈
絡
膜
と
呼
ぶ
。
そ
の
前
方
即
ち
角
膜
の
後
で
は
一
崩
卒
に
な
っ
て
居
る
。

之
が
虹
彩
で
あ
り
、
其
中
央
に
瞳
孔
が
あ
る
。
脈
絡
膜
と
虹
彩
と
の
間
で
、
葡

萄
膜
は
少
じ
く
肥
厚
じ
て
ゐ
る
。
此
部
を
毛
様
鰹
と
名
付
け
、
中
に
毛
様
筋
を

刊減
し
て
ゐ
る
。

眼
球
は
各
々
に
附
着
し
て
居
る
六
個

ω筋
肉
に
よ
っ
て
運
動
す
る
。
雨
眼
常

に
同
時
に
運
動
し
て
、
そ
の
視
線
在
見
ん
と
す
る
物
躍
に
向
け
る
や
う
に
す

る
。
物
佳
の
像
が
雨
眼
の
網
膜
の
封
臆
黙
に
結
ん
だ
時
に
、
雨
眼
を
以
て
軍
一

蹴
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
若
し
不
封
臆
黙
に
結
像
す
れ
ば
複
視
が

起
る
。
此
機
能
に
よ
っ
て
物
館
の
遠
近
を
識
別
し
、
立
障
祝
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。
此
眼
球
運
動
の
内
，
直
前
方
を
見
て
視
線
が
平
行
し
て
ゐ
る
時
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付
け
る
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此
縞
駿
運
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動
と
同
時
に

の

調
節
作
用
を

行
ふ
。
調
節

限1ョ

作
用
と
は
種

「
〕
巨
伴
比
二

ノ
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住
市
内
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ホ
る
物
四
胞
を

常
に
網
膜
に

明
瞭
に
結
像
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せ
し
む
る
作
用
で
あ
っ
て
、
毛
様
鰹
中
に
在
る
毛
様
筋
の
牧
縮
、
弛
緩
に
よ

り
.
毛
様
鰹
に
吊
ら
れ
て
ゐ
る
水
品
館
と
名
付
け
ら
れ
る
「
レ
ン
ズ
L

の
屈
光

カ
を
間
変
化
せ
し
む
る

ω
で
あ
る
。
し
か
し
極
度
に
調
節
し
て
も
或
期
以
上
に
近

い
物
は
明
瞭
に
は
見
得
な
い
。
此
極
度
に
調
節
し
て
見
得
る
最
近
の
黙
を
.
そ

の
人
の
延
期
と
呼
ぶ
。
此
一
辺
黙
は
年
齢
に
よ
っ
て
異
る
。
卸
ち
調
節
力
は
年
齢

に
よ
っ
て
愛
化
し
、
近
黙
が
約
三
十
糎
以
上
に
遠
く
な
っ
た
の
を
老
親
眼
と
稽

し
、
約
四
十
五
歳
位
か
ら
始
ま
る
。

又
調
節
作
用
を
全
く
営
ま
な
い
で
.
網
膜
に
明
瞭
に
結
像
す
る
や
う
な
外
界

の
黙
を
、
そ
の
眼
の
遠
貼
と
謂
ふ
。

調
節
作
用
と
前
述
の
稿
駿
作
用
と
は
常
に
同
時
に
同
程
度
に
行
は
れ
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
眼
前
に
つ
レ
ン
ズ
L

又
は
っ
プ
リ
ズ
ム
L

を
装
用
す
れ
ば
、

此
雨
者
は
幾
分
、
分
離
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
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此
雨
運
動
と
共
に
障
孔
も
運
動
し
、
遠
見
に
際
し
て
は
視
線
は
卒
行
し
、
無

調
節

ω
朕
態
と
な
り
、
瞳
孔
は
聞
大
す
る
。
近
見
の
際
に
は
視
線
は
集
合
し
.

調
節
を
山
内
呂
み
，
瞳
孔
は
縮
小
す
る
。
し
、
か
し
瞳
孔
は
之
以
外
に
光
の
強
弱
、
眼

3 

の
調
態
朕
態
(
明
一階
に
封
す
る
)
年
齢
、
精
神
感
動
等
に
よ
っ
て
も
愛
化
す
る
。

吾
々

ω
眼
に
は
調
節
機
能
を
全
く
営
ま
な
い
揚
合
に
、

四
種
の
屈
折
賦
態
が

あ
る
。先
づ
正
視
眼
と
は
、
角
膜
頂
賠
か
ら
後
焦
鈷
ま
で
の
距
離
が
約
二
十
四
粍
あ

る
も
の
で
、
無
限
大
の
距
離
に
在
る
一
軸
か
ら
来
る
平
行
光
線
が
正
し
く
網
膜

上
に
像
を
結
ぶ
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
そ
の
遠
黙
は
無
限
大
の
距
離
に
在
る
。

此
眼
球

ω
前
後
任
の
増
し
た
も
の
が
普
遁
に
謂
ふ
近
視
眼
で
あ
る
G

此
揚
合

に
は
無
限
大

ω
距
離
か
ら
来
る
卒
行
光
線
は
、
網
膜
よ
り
前
に
結
像
し
て
し
ま

ふ
。
郎
も
遠
黙
が
眼
前
有
限
の
距
離
に
在
る
も
の
で
、
眼
前
有
限
の
距
離
に
在

る
一
賭
か
ら
出
る
光
線
が
丁
度
網
膜
上
に
結
像
-T
る
。
故
に
近
視
眼
を
矯
正
す

る
に
は
凹
「
レ
ン
ズ

」
を
用
ゐ
る
。

近
視
は
或
特
殊
の
高
度
の
揚
合
を
除
い
て
、
約
二
十
五
歳
ま
で
に
養
生
し
、

又
そ
の
位
の
年
齢
ま
で
の
問
に
進
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
蹴
の
原
因
に
就
て
は
種
々
の
設
が
あ
る
。
先
づ
何
人
も
等
し
く
考
う
る
こ

と
は
、
近
視
は
近
業
と
関
係
が
深
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
如
何
に
し

て
一
辺
業
は
近
視
を
惹
起
す
る
か
に
就
て
は
一
説
明
方
法
が
種
々
あ
る
。
近
業
に
従

事
し
て
頭
部
を
下
け
る
矯
め
に
眼
球
は
、
そ
の
自
己
の
重
量
の
震
め
に
一
主
れ
下

っ
て
伸
び
る
の
で
あ
る
と
説
明
し
、
又
は
近
距
離
の
黙
に
調
節
す
る
矯
め
に
眼

球
の
内
陸
が
高
ま
る
矯
め
と
稽
し
、
或
は
又
幅
撲
の
矯
め
に
眼
筋
が
眼
球
を
墜

迫
し
て
、
内
墜
を
高
め
て
、
眼
球
を
仲
良
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
と
も
説
い

て
居
る
。
更
に
遺
博
事
上
か
ら
近
視
は
遺
博
に
よ
っ
て
起
る
の
で
あ
る
と
稽
へ

て
居
る
皐
者
も
あ
る
。

事
責
遺
博
関
係
を
詮
明
す
る
揚
合
も
可
成
り
多
く
あ
る
。
し
か
し
多
く
の
揚
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合
に
近
業
に
従
事
し
て
居
る
人
に
、
近
親

ω多
く
あ
る
事
賓
舎
も
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
近
硯
は
或
特
殊
の
揚
合
を
除
い
て
は
近
視
に
な
る
べ
き

素
質
を
有
す
る
人
が
、
近
業
に
従
事
す
る
揚
合
に
養
生
す
る
も
の
と
考
う
、
べ
き

で
あ
る
。

絶
え
歩
近
業
に
従
事
し
て
居
れ
ば
.
そ
れ
に
相
借
問
し
て
調
節
や
皆
み
、
一
崎
駿

ぞ
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
が
近
視
叢
生
の
誘
因
に
は
充
分
な
り
得
る
の

で
あ
る
。
そ

ω際
照
明
が
不
充
分
で
あ
れ
ば
，
眼
を
知
ら
宇
ノ
¥
見
る
も
の
に

強
く
近
付
け
、
無
理
な
る
近
業
巻
強
ひ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
よ
り
多
く
近
視

に
な
る
の
は
必
然
で
あ
る
。

近
視
眼
と
は
反
射
に
眼
軌
が
正
常
眼
に
比
し
て
短
い
も
の
が
遠
硯
眼
で
あ

る
。
遠
腕
眼
に
は
所
謂
遠
黙
は
存
在
せ
宇
、
眼
後
有
限
の
距
離
に
血
性
遠
黙
が

あ
る
。
平
行
光
線
は
網
膜
よ
り
後
方
に
結
像
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
之
を
矯

正
す
る
に
は
凸
「
レ
ン
ズ
L

を
用
ふ
。

老
視
眼
に
も
凸
「
レ
ン
ズ
し
を
用
ゐ
る
矯
め
に
往
々
此
透
視
眼
と
混
同
す
る

が
、
そ
の
凸
「
レ
ン
ズ
し
を
用
ゐ
る
目
的
は
全
く
異
る
の
で
あ
る
。
透
視
の
揚

合
に
は
、
之
に
よ
っ
て
光
線
を
集
合
さ
せ
て
、
眼
軌
の
短
い
の
を
補
っ
て
網
膜

上
に
結
像
す
る

ω
に
用
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
老
親
眼
の
揚
合
に
は
水
品
健
の
調

節
力

ω不
足
を
.
此
凸
「
レ
ン
ズ
」
に
よ
っ
て
補
う
も
の
で
あ
る
。
叉
老
親
眼

は
前
一
辺
の
如
く
調
節
力
の
減
退
し
た
朕
態
で
あ
る
か
ら
、
正
規
の
人
も
、
近
視

透
視
の
人
も
等
し
く
之
に
陥
る
の
で
あ
る
。

透
視
眼
は
一
種
の
先
天
異
常
で
、
眼
球
の
議
育
が
或
時
期
に
停
止
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
故
遠
視
は
進
行
し
な
い
。
唯
自
ら
調
節
し
て
隠
し
て
居
る
所
の

潜
伏
性
透
視
が
次
第
に
賓
在
性
と
な
っ
て
，
仏
川
も
遠
腕
が
進
行
し
た
如
く
に
眼

鋭

ω
度
を
増
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
揚
合
は
あ
る
。

飢
視
は
多
少
異
る
も
の
で
あ
る
。
飢
視
に
二
種
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
角
膜
疾

患
を
経
過
し
た
矯
め
に
、
角
膜
の
表
面
に
凹
凸
を
生
じ
た
不
正
観
視
で
‘
眼
鏡

に
よ
る
矯
正
は
不
可
能
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
正
飢
視
と
稽
し
、
角
膜
の

二
つ

ω相
直
交
す
る
経
線
の
問
に
鐙
一
J

曲
度
の
差
の
あ
る
も
の
で
、
適
山
田
な
眼
鏡
に
よ

4 

っ
て
矯
正
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
近
視
に
似
て
非
な
る
仮
性
近
視
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
之
は
正
視

の
入
、
或
は
遠
視
の
人
が
無
理
な
近
業
を
営
み
、
又
は
過
っ
た
近
腕
の
眼
鏡
を

用
ひ
、
必
要
以
上
の
調
節
を
営
ん
で
居
る
揚
合
、
或
は
近
視
の
人
が
必
要
以
上

の
強
度
の
近
視
眼
鏡
を
用
ゐ
て
ゐ
る
揚
合
に
起
る
も
の
で
あ
る
。
無
理
な
調
節

を
常
に
強
ひ
て
居
る
矯
め
に
毛
様
筋
は
遂
に
痘
筆
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
、
常
に

極
度
に
調
節
し
て
居
る
如
き
朕
態
に
な
り
、
そ
の
結
果
に
於
て
丁
度
近
視
と
同

じ
朕
態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
照
明
の
不
充
分
な
揚
所
に
於
て
積
書
等視神経細胞園 事!
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を
稔
績
す
れ
ば
往
々
に
し
て
、
此
朕
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
c

次
に
腕
力
、

色
一刊
に
就
て
遁
ベ
る
。

網
膜
は
顛
微
鏡
的
に
検
べ
る
と
、
大
別
し
て
三
唐
と
な
る。

郎
も
色
素
上
皮

居
、
親
細
胞
磨
、
肥
唐
が
之
で
あ
る
。

し
か
し
細
別
す
れ
ば
網
膜
は
全
部
で
十

光
一一
m

唐
に
分
け
ら
れ
る
。

此
親
細
胞
唐
の
細
胞
に
二
種
類
、
即
ち
園
枝
躍
と
園
錐
躍
と
-
か
あ
る
。
網
膜

ω後
極
部
に
於
て
は
国
錐
憾
の
み
が
集
合
し
て
居
る
。
そ
れ
よ
り
周
建
部
に
行

く
に
従
っ
て
国
錐
鰭
は
そ
の
数
を
減
じ
、
国
柱
鰻
が
増
し
て
来
る
。
極
く
周
漣

部
で
は
殆
ん
ど
国
柱
髄
だ
け
に
な
る
。
此
二
種
の
細
胞
は
そ

ω
機
能
の
上
に
差

異
が
あ
る
。
閲
錐
倒
閣
は
明
る
い
所
で
物
を
見
る
細
胞
で
あ
り
、
視
力
良
く
、
色

を
感
ホ
ノる
。
国
杵
搬
は
暗
い
所
で
物
を
見
る
細
胞
で
あ
っ

て
.
色
彩
は
感
ぜ
す

視
力
は
悪
い
。

普
通
に
謂
ふ
視
力
と
は
国
錐
酬
院
の
視
力
を
指
し
て
謂
う
の
で
あ
る
が
、
之
を

表
は
す
の

， 
v 
/ 
/ ， 
/ 
J 

/ 

プ
/ 
ノメ

同-
ぃ，--‘~ 」

十J 十3

照度

+1 。ー-J -J ー斗

ro 

視
力

1

!斗

1.0 

Qδ 

06 

。t十

QL  
-5 

OJ 

J，;) 

に
腕
角
を

以

て

す

!!在\皮 と jf~~ 力 の 関係

る。

郎
ち

眼
球
内
の

土
日
込
コ

ト
A
こ

+
ホ
ぷ
E
H詰山

l
y

於
て
な
す

角
を
以
て

視
力
を
表

は
し
、
視

角
一
分
を

以
て
腕
力
の
翠
位
と
す
る
。
之
を
網
膜

ω方
か
ら
云
う
な
ら
ば
一
個

ω国
錐
躍

を
距
て
〉

二
個
の
園
錐
憶
に
像
を
結
ん
だ
揚
合
ぞで
あ
る。

此
時
に
二
黙
を
二
黙

と
し
て
認
識
し
、
二
線
を
二
線
と
し
て
識
別
し
得
る
の
で
あ
る
。
普
遁
用
ゐ
る

視
力
表
は
此
原
理
に
基
き
、
賓
際
上
の
貫
験
の
結
果
出
来
て
居
る
も
の
で
あ

る
。
標
準
の
腕
力
を
一

o
O
と
し
て
、

端
数
は
小
教
を
以
て
表
は
す
。
園
柱
鰹

の
み
の
視
力
は
約

O
。
一
で
あ
る
c

視
力
は
健
康
者
に
於
て
も
種
々

ω僚
件
に
よ
っ
て
凶変
化
す
る
。
第
一
に
考
う

べ
き
こ
と
は
照
度
で
あ
る
c

約
三
、
四
百

っ
ル
ク
ス
L

位
ま
で
は
照
度
を
増
す

と
共
に
視
力
は
増
加
す
る
。
故
仁
充
分
な
る
硯
力
を
得
て
、

而
か
も
眼
に
遁
し

大
照
度
と
は
、
此
園
銑
鰹
が
最
も
よ
く
、
そ
の
機
能
を
殺
揮
し
得
る
昭
一
度
で
あ

る
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
。

叉
覗
標

ω
封
比
の
良
否
も
硯
カ
に
影
響
す
る
。
視
力

ω
鈷
か
ら
云
へ
ば
此
封

比
が
百

「パ

ー
セ
ン
ト
L

即
ち
純
白
の
上
の
純
黒
が
最
も
よ
い
。
し
か
し
封
比

は
同
じ
百

「
パ
ー
セ
ン
ト
」
で
も
純
黒
の
上
小
純
白
は
之
よ
り
も
や
〉
劣
る
。

叉
腕
力
は
腕
標
よ
り
や
〉
距
っ
た
所
の
叫
が
態
に
も
影
響
さ
れ
る
。
卸
ち
純
黒

の
硯
標
が
純
白
の
紙
の
上
に
在
つ
で
も
、
亦
そ
の
周
圏
が
純
黒
で
あ
れ
ば
視
力

は
之
に
影
響
さ
れ
る
。

黒
地
の
上

ω色
の
硯
標
は
、

硯
感
度

ω高
い
も
の
ほ
ど
見
易
い
。

白
地
の
上

で
は
勿
論
之
の
反
封
で
あ
る
。

色
地
に
色
の
硯
標
で
あ
れ
ば
明
度
の
差

ω
大
な
る
も
の
ほ
ど
よ
い
。

叉
文
字
は
視
角
以
外
に
形
に
よ
っ
て
見
え
方
に
難
易
が
あ
る
。
明
朝
文
字
が

最
も
見
易
い
と
謂
は
れ
て
居
る
。

文
字
と
文
字
と
の
間
隔
は
一
倍
位
が
最
も
よ
い
。
二
分

ω
一
以
下
で
は
見
え

方
が
悪
く
、
讃
カ
も
お
そ
い
。

5
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網
膜
に
は
物
の
形
態
等
を
認
め
る
部
位
一
例
以
外
に
、
明
暗
守
排
ホ
ノ
る
能
力
が

あ
る
。
此
機
能
を
光
一
柳
と
謂
ふ
。
之
は
主
と
し
て
硯
細
胞
中
の
園
柱
鰹
の
機
能

で
あ
る
。

網
膜
は
限
内
に
射
入
す
る
光
線
の
量
が
極
め
て
少
い
か
、
或
は
全
く
之

ωな

如
き
感
光
性
の
愛
化
を
眼
の
調
態
作
用
と
謂
ふ
。

い
時
に
其
感
光
性
は
増
進
す
る
が
、
光
力

ω
充
分
な
所
で
は
低
下
す
る
。
斯
の

60 
時間

ヘ

トー

¥ 
¥、

50 斗0ふ0:20 10 。

光

度

ワ

6 

3 

斗

市
し

て
斬
日
時

光皮と時間の閥係

H音

所

に
居
て

念
に
明

沿
い
所

に
出
大

瞬
間
に

は
甚
し

く
肱
し

く
感
ホ
ノ
る
が
、
少
し
時
を
絞
渇
す
る
と
、
之
が
次
第
に
較
く
な
る
。
之
に
要
す

る
時
聞
は
数
分
で
あ
る
。
此
の
明
る
さ
に
慣
れ
る
機
能
を
明
調
障
と
謂
ふ
。

叉
之
と
反
封
に
明
る
い
所
に
居
て
か
ら
、
念
に
一
階
い
所
へ
入
る
と
一
時
は
非

常
に
一階
く
感
じ
、
殆
ん
ど
何
物
を
も
見
得
な
い
こ
と
さ
へ
あ
る
が
、
時
聞
の
経

得
る
に
至
る
、
此
噌
さ
に
慣
れ
る
こ
と
を
眼
の
暗
調
態
と
謂
ふ
。

過
と
共
に
次
第
に
そ

ω一
階
さ
に
慣
れ
て
、
周
園
の
物
躍
を
或
程
度
ま
で
は
認
め

吠
の
約
三
十
分
間
に
於
て
念
症
に
増
進
し
て
、
其
極
度
に
達
す
る
。

健
康
者
の
感
光
機
能
は
一
暗
所
に
入
っ
た
最
初
五
、
六
分
間
に
於
て
は
緩
徐
に

色
受
を
司
る
も
の
は
親
細
胞
中
の
国
錐
憶
で
あ
る
。
国
錐
鰹
は
前
週
の
如
く

眼
球
後
極
部
に
多
い
矯
め
に
視
野
の
中
心
に
行
く
程
色
一
仰
が
よ
い
。
色
調
野
は

色
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
の
庚
さ
が
異
る
。
郎
ち
白
色
視
野
最
も
庚
く
、
青
色
、

黄
色
、
赤
色
、
緑
色

ω
順
に
狭
い
。

色
覚
研
一進
化

ω上
か
ら
考
へ
て
見
る
と
、
先
づ
第
一
期
に
は
総
て

ωも
ωを

明
暗
と
黒
白
と
に
見
る
細
胞
が
出
来
た
。
そ
れ
が
今
網
膜
の
周
遊
部
に
残
っ
て

居
る
。
次
の
第
二
期
に
は
こ
の
一
部
の
細
胞
が
進
化
し
て
、
光
波
の
長
短
に
よ

っ
て
青
色
と
黄
色
と
を
感
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
そ
の
細
胞
が
現
在
網
膜

ω
中

間
演
或

E
V』
l
fh~4a，
J
E
J

に
残
つ

て
居
る

11史

に
眼
球

上r.

後
極
部

ぜ〉

の
網
膜

長t

に
特
殊

色(/_) 

ー
ノ
円

u
tじ

O
陪
医
'
府
羽

11良

障
が
出

来
て

黄
色
感

目
覚
か
ら

色
売
が
分
化
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

緑
色
等
が
分
化
し
、
叉
青
色
感
受
か
ら
育
、
緑
、
紫
等
が
分
化
し
て
.
現
在
の

赤
色
、

Eヨ
耳支

後

6 
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フ

色
盲
は
種
々
の
色
一例
率
一
訟
に
よ
っ
て
一
説
明
さ
れ
る
が
、
此
進
化
一
就
か
ら
一
説
明

叉
眼
に
は
プ
ル
キ
ン
エ
氏
現
象
と
謂
う
も
の
が
あ
る
。
明
る
い
所
で
青
よ
り

の
物
践
を
す
べ
て
種
々
の
明
る
さ
の
灰
色
と
し
て
見
て
居
る
。
都
目
育
が
第
二
期

に
於
て
停
止
し
た
も
の
が
普
通
に
謂
ふ
色
官
、
即
ち
紅
緑
色
盲
で
、
赤
と
線
と

赤
の
方
が
明
る
く
見
え
た
の
が
、

一階
い
所
に
新
日
く
慣
れ
た
後
で
は
、
青

ω
方
が

赤
よ
り
も
明
る
く
見
え
る
現
象
在
謂
う
の
で
あ
る
。

色
を
識
別
し
得
る
距
離
は
、
波
長
の
長
い
程
大
で
あ
り
、
そ
の
初
め
て
認
め

す
れ
ば
、
此
第
一
期
に
於
て
稜
育
の
止
っ
た
も
の
が
金
色
盲
で
あ
っ
て
、
外
界

の
感
受
が
悪
い
。
第
三
期
の
脅
育

ω
不
完
全
な
の
が
紅
線
色
弱
で
あ
る
。

吾
々
は
光
線
の
波
長
の
差
を
種
々
の
色
と
し
て
感
ホ
ノ
る
の
で
あ
る
が
、
波
長

得
る
時
間
は
波
長
一
か
大
き
い
程
小
で
あ
る
。

叉
色
に
は
同
時
接
近
封
比
、
純
情
績
針
比
等
種
々
の
釣
比
現
象
が
あ
り
、
複
雑

な
る
後
像
現
象
が
あ
り
、
心
理
上
か
ら
は
色
に
封
す
る
感
情
さ
へ
も
論
じ
ら
れ

常
と
異
る
の
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
感
じ
方
、
卸
も
親
感
度
に
強
弱
が
あ
る
。
色
盲
で
は
此
硯
感
度
が
正

て
居
る
。

目良

の

疲

番手

眼
の
疲
努
を
吾
々
は
、
眼
精
疲
労
と
云
ふ
名
を
附
け

て
居
り
ま
す
。
眼
精
疲
努

の
府
批
は
ど
う
云
ふ
・
日
放
か

と
言
う
と
、
近
く
を
見
て
居
る
場
合
、

ん即
ち
積
書
し
て

居
る
場
ム
?
と
か
、
針
仕
事
を
し
て
居
る
と
か
、
或
は
細

か
い
色
々
の
操
作
を
し
て
居
る
揚
令
に
、
折
田
く
そ
れ
・
2

続
け
て
舟
り
ま
す
と
、
前
額
部
に
鈍
痛
を
訴
へ
て
来
ま

す
。
さ
う
し
て
限
に
引
附
け
ら
れ
る
や
う
な
痛
み
が
あ

t 、Jヘ~、.."...._"....-...~、~~、~~~、p、~~-、，、~-

り
、
無
理
に
績
け
て
舟
る
と
見
て
居
る
物
が
ポ

1
ツ
と

し
て
し
ま
ひ
ま
す
。
ひ
ど
い
場
合
に
は
頭
痛
が
ひ
ど
く

っ
て
、
胸
が
む
か
つ
い
て
来
る
や
う
な
人
も
ご
ざ
い
ま

す
。
前
額
部

の
鈍
痛
、
そ
れ
か
ら
視
力
障
害
が
起
っ
て

来
た
場
合
に
、
今
度
は
眼
を
外
ら
し
て
遠
方
を
見
た
り

し
て
、
今
度
復
た
見
る
と
見
え
る
や
う
に
な
る
。
復
た

績
け
て
居
る
と
前
よ
り
も
短
時
間
で
見
え
な
く
な
る
、

と
う
い
ふ
応
献
を
限
精
疲
努
の
杭
欺
と
諮
っ
て
肘
り
ま

す
。
眼
精
疲
努
の
症
欣
は
そ
の
原
因
に
よ

っ
て
色
々

の

種
類
に
別
れ
ま
す
。
卸
ち
輔
聴
作
用
と
制
節
作
川
と
は

同
時
に
同
程
度
に
行
っ
て
居
る
と
云
う
こ
と
が
非
常
に

必
要
に
な
っ
て
来
る
諜
で
ど
ざ
い
ま
す
。

吾
々
は
む
く
の
物
を
見
る
時
に
は
輔
勝
作
川
を
行
つ

て
眼
球
を
内
側
に
向
け
て
居
る
の
で
、
そ
れ
と
同
時
に

そ
の
物
を
見
る
活
に
調
節
作
用
を
管
ん
で
を
り
ま
す
。

遠
視
限
の
場
合
に
は
眼
球
は
正
視
眼
の
人
と
同
じ
ゃ
う

に
内
側
に
向
け
る
の
で
す
。
し
か
し
遠
視
限
の
人
は
北
口

誕
の
人
よ
り
剖
笥
を
飴
計
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
活

に
、
そ

の
平
衡
が
破
れ
て
し
ま
ふ
。
そ
と
で
、
調
節
性

の
眼
精
疲
傍
が
起
っ
て
来
ま
す
。

そ
れ
と
反
釘
に
近
視
眼

の
人
は
近
く
見
る
場
合
に
は

t

j

J

j

 

普
通

の
人
よ
り
制
節
は
少
し
行

へ
ば

よ
い
。
眼
球
を
内

側
に
向
け
る

の
は
正
視
限

の
人
と
同
じ
ゃ
う
に
行
は
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
制
節
作
用
よ
り
将
勝
作
川

を
依
計
行
う
や
う
に
な
っ
て
来
て
平
衡
が
破
れ
て
、
時

勝
性
の
眼
精
疲
労
が
起
っ
て
来
ま
す
。

そ
れ
か
ら
又
、
紳
経
衰
弱
の
人
に
も
眼
精
疲
捗
が
起

る
。
神
純
衰
弱
の
人

の一
例
経
は
興
奮
し
易
い
が
直
「
疲

持
し
て
し
ま
ふ
。
制
節
を
行
ふ
場
合
に
は
、
直
「
剖
節

は
し
ま
す
が
、
直
「
に
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
ふ
。
無
理

に
や
っ
て
府
る
と
、
今
度
は
疲
勢
現
象
が
起
っ
て
来
ま

ナ
。
所
諒
一仰
経
衰
弱
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
云
ふ
や
う
な
場

合
に
も
起
っ
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
結
膜
炎
、
ト
ラ

ホ
ー
ム
が
あ
る
と
、
そ
の
伐
に
限
精
疲
努
が
起
る
。

又

限
度
、
照
明

の
不
十
分
な
い
躍
で
本
を
読
ん
で
居
る
場
合

に
も
、
矢
張
り
限
精
疲
努
が
起
っ
て
参
り
ま
す
。

(
了
〉

J 
J、J、~丹、ふ~-、~〆、~】【、r、~ヘJ【.........-_.，.-.....-.-、~~-へ.-_..----...."，.._-"へJ、._.，.-....-...-
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「
サ
!
ヴ
ィ
ス
」

と
し
て
の

一竃

気

実日

(ー)

電
気
知
識
の
普
及
が
事
業
者
に
と
っ
て
は
需
用
開

設
の
第
一
歩
で
あ
り
、
需
用
家
に
と
っ
て
は
丈
明
生

活
入
門
の
最
捷
逗
で
あ
る
事
は
、
私
共
の
今
夏
収
々

す
る
を
要
せ
ぬ
所
で
あ
り
ま
す
。

東
京
電
気
が
長
年
右
の
意
味
で
つ
マ
ツ
ダ
新
報
L

を
刊
行
せ
ら
れ
、
照
明
皐
校
を
開
い
て
此
の
方
面
の

第
一
線
に
立
っ
て
活
動
せ
ら
れ
て
居
る
事
は
、
私
共

事
業
者
側
の
者
と
し
て
は
大
い
に
感
謝
致
し
て
居
る

弐
第
で
あ
り
ま
す
が
、
配
電
事
業
が
会
盆
事
業
で
あ

り
、
従
っ
て
叉
多
く
地
域
的
に
濁
占
で
あ
る
以
上
、

電
気
知
識
の
普
及
と
言
ふ
様
な
仕
事
を
、
本
誌
は
勿

論
の
事
、
照
明
事
命
日
、
電
気
普
及
命
日
等
に
の
み
お
願
ひ

正時
z
z
ロ

主主
Eヨ

運

重b

及

し
て
居
る
可
き
で
は
な
く
、
年
ろ
逆
に
、
私
共
が
先

づ
純
粋
の
つ
サ

1
ヴ
イ
ス
し
と
言
ふ
意
味
で
賓
行
に

着
手
し
、
其
の
後
援
を
前
記
、
各
命
日
に
お
願
ひ
す
る

と
言
ふ
の
が
本
筋
で
は
な
い
の
が
ド
ら
う
か
と
、
私
は

大
分
以
前
か
ら
考
へ
て
居
り
ま
し
た
。
勿
論
此
の
考

へ
方
に
封
し
て
は
、
色
々
な
反
封
の
批
評
も
下
さ
れ

ま
せ
う
。
例
へ
ば
，
電
気
知
識
の
普
及
と
言
ふ
様
な

事
は
、
事
業
者
自
ら
行
ふ
よ
り
も
、
矢
張
り
第
三
者

に
お
願
ひ
す
る
方
が
、
一
般
需
用
家
の
信
頼
度
が
遺

ふ
し
、
全
図
的
に
共
同
の
戦
線
を
張
る
事
も
出
来
る

じ
、
或
は
資
料
に
完
全
な
も
の
を
集
め
る
事
が
出
来

る
と
言
ふ
様
芯
事
で
あ
り
ま
す
。

此
れ
に
封
し
て
私
は
只
斯
う
申
じ
度
い
。
夫
れ
は

従
来
の
所
謂
「
電
気
知
識
し
な
る
も
の
が
、
飴
り
に

iji畠

8 

島

武

京
城
電
気
株
式
命
日
祉
皆
業
課

も
狭
き
に
過
ぎ
は
し
な
い
だ
ら
う
か
?
そ
し
て
更

に
従
来
の
寸
電
気
知
識
普
及
運
動
L

は
事
業
者
が
行

ふ
揚
合
に
は
，
飴
り
に
も
近
欲
な
商
賀
気
に
捉
は
れ

過
ぎ
て
居
る
じ
、
第
三
者
の
方
々
の
行
っ
て
下
さ
る

揚
合
に
は
、
…
辺
に
徐
り
商
賀
気
が
な
さ
過
ぎ
る
の
で

は
あ
り
ま
す
ま
い
か
?

具
能
的
な
例
で
申
し
ま
す
と
、
照
明
座
談
曾
等
の

揚
合
に
、
需
用
家
は
第
一
に
照
明
を
改
善
す
る
の
に

幾
ら
位
か
〉
る
で
あ
ら
う
か
?
第
二
に
改
善
し
た

ら
経
費
は
ど
う
言
ふ
風
に
愛
化
す
る
で
あ
ら
う
か
?

と
、
号
一
同
ふ
二
期
が
一
番
に
問
題
な
の
で
あ
り
ま
す
。

所
が
此
の
座
談
曾
が
第
三
者
の
方
の
主
催
で
あ
れ

ば
、
内
容
は
良
照
明
の
債
値
或
は
不
良
照
明
と
の
比

較
に
限
ら
れ
て
、
料
金
問
題
に
は
飴
り
タ
ッ
チ
な
さ
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い
ま
せ
ん
。
殊
に
其
の
土
地
の
事
業
者
の
料
金
祉
に

規
定
に
就
い
て
は
、
全
然
タ
ッ
チ
な
さ
ら
ぬ
の
が
普

通
で
あ
り
ま
す
。
叉
、
事
業
者
が
主
催
す
る
場
合
に

は
、
必
歩
、
其
の
前
後
に
勧
誘
を
伴
ひ
ま
す
の
で
、

需
用
家
が
今
度
は
信
頼
し
難
い
。
或
は
平
常
か
ら
充

分
な
電
気
常
識
が
輿
へ
ら
れ
て
な
い
の
で
、
会
卒
な

批
判
が
出
来
な
い
と
言
ふ
結
果
に
な
り
ま
す
。

又
、
知
識
の
贋
狭
と
言
ふ
方
面
の
具
健
的
な
例
に

就
い
て
申
し
ま
す
と
、
従
来
の
運
動
は
多
く
家
庭
内

に
居
る
時
の
婦
人
を
目
標
と
し
て
居
る
も
の
が
多

く
、
枇
合
白
人
と
し
て
或
は
公
民
と
し
て
一
等
図
々
民

の
持
つ
べ
き
常
識
と
言
ふ
考
へ
方
が
飴
り
な
か
っ
た

様
に
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

仮
令
へ
ば
電
気
事
業
法
又
は
事
業
令
に
規
定
せ
ら

れ
て
居
る
電
気
事
業
者
の
種
類
、
需
用
朕
況
.
電
力

統
制
等
と
言
ふ
事
は
殆
ど
顧
ら
れ
な
か
っ
た
様
に
思

ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
需
用
朕
況
等
は
全
日
本
と

か
、
世
界
と
か
、
六
大
都
市
位
な
ら
誰
に
で
も
直
ぐ

一
都
曾
の
中
の
現
在
座
談
曾
を
行
っ

て
居
る
町
の
燈
数
等
と
来
る
と
、
こ
れ
は
ど
う
し
て

分
り
ま
す
が
、

も
其
の
土
地
の
事
業
者
が
主
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
其
の
数
字
に
信
頼
性
を
輿
へ
る
鴬

に
は
‘
是
非
、
勧
誘
と
直
接
関
係
の
な
い
、

粋
の
「
サ

l
ヴ
イ
ス
し
と
し
て
の
電
気
知
識
普
及
運

l
l純

動
に
依
る
よ
り
外
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

大
愛
前
置
が
長
く
な
り
ま
し
て
恐
縮
で
す
が
、
私

は
従
来
以
上
の
様
な
事
を
考
へ
て
居
り
ま
し
た
。

所
が
咋
年
来
、
念
に
各
地
の
商
業
皐
校
で
照
明
講

座
が
開
講
せ
ら
れ
、
私
共
の
様
な
田
舎
の
電
気
事
業

者
に
は
全
く
無
い
様
な
、
美
し
い
ば
か
り
の
設
備
を

な
さ
る
様
に
な
り
.
加
ふ
る
に
其
の
遁
の
先
導
者
で

あ
る
小
西
彦
麿
氏
が
自
ら
商
業
皐
校
照
明
講
義
案
迄

震
表
せ
ら
る
る
に
至
り
ま
し
て
、
然
か
も
其
の
中
に

電
燈
経
済
の
話
或
は
電
燈
供
給
規
定
等
、
私
の
所
一説

と
相
一
致
す
る
も
の
あ
る
を
知
hv.
拘
に
遅
れ
ば
せ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
早
涼
一
私
共
の
立
揚
か
ら
考
へ
ま

し
た
講
義
案
を
作
り
、
市
内
数
ク
所
の
女
皐
校
に
伺

ひ
校
長
先
生
を
口
一
就
き
ま
し
て
、
今
年
の
新
車
十
期
或

は
皐
校
の
物
理
皐
の
御
授
業
の
都
合
上
、
第
二
皐
期

か
ら
、
無
給
の
講
師
と
し
て
認
め
て
載
い
て
課
外
或

は
、
物
理
、
家
事
、
公
民
等
の
一
部
と
し
て
電
気
知

識
普
及
講
座
を
開
く
事
と
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
未
花
賞
行
に
着
手
し
た
ば
か
り
で
は
御
座

い
ま
す
が
、
此
慮
に
私
の
考
へ
方
及
び
賓
行
・方
法
に

封
し
、
大
方
の
御
叱
正
を
載
き
度
い
と
存
じ
ま
し
て

筆
を
と
り
ま
し
た
次
第
で
御
座
い
ま
す
。

(二)

捗
て
講
義
を
す
る
と
な
っ
て
先
づ
問
題
に
な
り
ま

す
の
は
、
前
に
も
申
し
上
け
ま
し
た
「
電
気
知
識
」

の
限
界
及
び
内
容
で
あ
り
ま
す
。
軍
に
「
光
り
し
を

中
心
に
考
へ
ま
じ
た
丈
け
で
も
っ
マ
ツ
ダ
新
報
L

の

創
刊
蛍
時
よ
り
の
金
内
容
が
考
へ
ら
れ
る
程
で
無
限

と
言
っ
て
も
良
い
位
で
あ
り
ま
す
。
致
し
方
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
理
論
的
に
考
へ
.
次
の
四
方
面
を
原

則
と
致
し
ま
し
た
。

1
i
 

円
ノ
臼

理
論
と
し
て
の
電
気
及
び
電
気
現
象

電
気
事
業
及
び
電
気
関
係
事
業
(
弱
電
方
面
)

の
性
質
、
内
容
、
法
律
的
及
び
経
済
的
関
係

ω
前
記
諸
事
業
の
営
業
関
係
及
び
需
用
方
面

制
電
気
の
賓
際
生
活
へ
の
臆
用

大
愛
漠
と
し
て
居
り
ま
す
が
、
根
本
は
右
の
四
貼

で
此
れ
を
更
に
歴
史
的
立
揚
か
ら
見
た
縦
の
観
察
と

現
在
の
朕
態
を
、
地
域
の
庚
狭
の
立
揚
か
ら
見
た
横

の
観
察
と
の
こ
面
に
分
け
る
事
-
か
出
来
る
と
存
じ
ま

す
。
此
れ
は
前
者
を
統
計
皐
上
の
所
謂
動
態
現
象
と

ιて
観
察
し
、
後
者
を
同
じ
意
味
で
の
静
態
現
象
と

し
て
観
察
し
て
も
良
い
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
何

れ
に
せ
よ
、
此
の
二
面
の
立
場
で
前
記
四
項
目
を
夏

に
細
分
致
し
ま
す
と
、
突
の
や
う
に
な
り
ま
す
。

ー
よ

皐
問
と
し
て
の
電
気

(a) 

電
気
工
事
理
論

(c) (b) 

照
明
工
皐
理
論

電
気
工
事
の
歴
史
(
照
明
工
皐
は
略
)

本
項
目
に
は
更
に
突
の
様
な
関
係
皐
科
が
考
へ
ら

9 
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れ
ま
す
。、

、.e
，Ja
 

J
'
e
a

目、
、

一
般
物
理
事

機

械

工

事

(c) (b) 

建

築

工

事

(e) (d) 

主主

理

事

宗三

皐

色

)
 

F
十
よ(
 

案

国

ω
電
気
事
業
及
び
電
気
関
係
事
業
の
説
明

ω
事
業
の
種
別
(
設
電
、
途
電
、
配
電
、
放

迭
、
遁
信
等
)

川
門
事
業
聞
の
関
係
比
較
(
朝
鮮
、
蔓
湾
、
日

本
、
外
園
等
)

ω
各
地
方
又
は
全
韓
に
於
け
る
事
業
の
登
達

ω
吐
命
日
組
織
の
一
部
と
し
て
の
電
気
事
業

ω
法
律
的
関
係

附

経

済

的

関

係

…
叫
其
の
他
統
制
問
題

ω
前
記
諸
事
業
の
管
業
関
係
及
び
需
用
方
面

ω
各
種
料
金
制
度
並
に
，其
の
護
達

州
各
種
営
業
規
定
の
一
説
明
及
び
電
気
利
用
上

の
法
律
的
故
に
経
済
的
関
係

川

w

畿
電
、
途
電
、
配
電
、
放
逸
、
通
信
等
に

就
て
の
技
術
的
関
係

ω
其
他
営
業
用
機
器
世
に
工
作
物
の
説
明

ω
需
用
朕
況
の
地
域
的
比
較

(f) 

需
用
朕
況
の
後
遺
過
程

(4) 

電
気
現
象
及
び
理
論
の
賓
際
生
活
へ
の
際
用

但
し
脹
明
、
電
熱
，
動
力
等
の
各
方
面
に
就

い
て
更
に
細
分
む
得
る
。

家
庭
に
於
け
る
謄
用
(
主
と
し
て
衣
食
に

、‘‘，，，a
 

f
t
-

、
、、l''
40 

，，eaE

・‘
、
関
す
る
も
の
)

建
築
の
一
部
と
し
て
の
電
気
及
び
家
具
と

じ
て
の
電
気
器
具

ω
各
種
職
業
に
於
け
る
臆
用

ω
各
種
大
工
業
に
於
け
る
際
用

例
都
市
的
生
活
、
娯
紫
、
運
動
等
に
於
け
る

臆
用

内+上

農
村
方
面
に
於
け
る
臆
用

ω
舶
舶
、
銭
遁
等
に
於
け
る
臆
用

ω
兵
器
に
於
け
る
陪
服
用

大
躍
、
以
上
の
様
に
な
り
ま
す
。
最
後
の
第
四
項

に
於
て
は
進
歩
が
早
く
、
範
園
が
亦
断
え
宇
無
限
に

強
大
し
つ
〉
あ
り
ま
す
か
ら
、
過
去
と
の
比
較
は
意

義
も
な
い
し
、
必
要
も
な
い
の
で
省
き
ま
し
た
。

(三)

前
記
の
内
容
、
限
界
は
未
だ
未
だ
、
此
れ
丈
け
で

は
到
底
全
部
面
を
網
羅
し
表
し
て
居
る
ま
い
と
存
じ

ま
す
が
、
兎
も
角
此
れ
丈
け
の
内
容
で
も
、
全
部
を

講
義
す
る
均
一
時
に
は
到
底
参
り
ま
せ
ん
。
郎
も
聴
講
生

の
種
類
程
度
等
及
び
皐
校
か
ら
許
さ
れ
る
時
間
敢
に

依
っ
て
材
料
を
取
捨
選
捧
致
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
私
は
差
し
蛍
り
、
皐
校
か
ら
許
さ
れ
る
時

間
在
十
時
間
と
見
ま
し
て
、
女
皐
校
上
級
生
を
標
準

と
し
、
物
理
皐
及
び
家
事
科
に
属
す
る
範
園
の
部
分

と
の
重
復
を
出
来
る
丈
け
避
け
、
近
頃
の
皐
校
で
は

致てイ可
(9) (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) し、鹿

ま突で
し 0) も
7こ様教
。なへ

女て
事居
校ら
向れ
きる
の会
プ民
ロ科
グー 0) 

フムL

ム揚
をに
作立
成つ

術
語
及
び
配
線
材
料
、
電
球
の
設
明

電
気
事
業
の
種
類
、
法
規
、
統
制
問
題

地
域
別
及
び
種
類
別
に
依
る
需
用
賦
況

各
種
管
業
規
定
世
に
料
金
制
、
計
算
法

愛
選
、
配
電
の
機
器
(
見
皐
)

整
容
、
娯
楽
方
面
の
臆
用

食
物
、
衛
生
、
保
健
に
閲
す
る
臆
用

建
築
の
附
帯
設
備
と
し
て
の
臆
用

舶
舶
J

汽
車
へ
の
臆
用
、
職
業
及
び
大
工
業

へ
の
際
用

州
都
市
生
活
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て

の
街
路
照
明
、
交
通
統
制
、
ス
ポ
ー
ツ
照
明
、

配
電
問
題
、
都
市
の
美
観
等
に
就
い
て
、

此
れ
を
女
皐
校
向
き
の
原
案
と
し
て
持
っ
て
行
き

ま
し
た
所
、
大
脱
皮
賛
成
し
て
下
さ
い
ま
し
て
、
前
惑

の
様
に
物
理
、
家
事
、
会
民
等
の
各
科
の
貴
重
払
時

10 
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聞
を
割
い
て
特
別
課
外
講
義
と
し
て
下
さ
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
叉
放
さ
局
で
も
私
共
の
巽
意
巻
了
解
さ

れ
、
家
庭
講
座
と
し
て
数
日
聞
の
連
続
放
迭
を
行
ふ

事
が
出
来
ま
し
た
。
女
事
校
方
面
で
は
、
京
城
府
立

第
二
高
等
女
事
校
が
最
も
力
を
入
れ
て
下
さ
り
、
前

後
六
時
間
に
亘
り
、
五
年
生
全
部
約
一
八

O
名
に
講

義
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

左
に
第
二
高
女
の
震
に
特
に
叉
、
ア
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
諜
稿
の
項
目
ぞ
御
覧
に
入
れ
ま
す
と
、

第
一
挙
各
種
電
気
用
術
語
及
び
機
器
の
一
説
明

ω
ア
ム
ペ
ア
、
ヴ
ォ
ル
ト
、
ワ
ッ
ト
、
ワ
ッ
ト
時

例

積

算

竜

力

計

、

電

線

、

フ

ュ

l

ズ

ス
ヰ
y

チ、

ωw

電
球
の
構
造
及
び
種
類

同

ル

l
メ
ン
、
ル
ク
ス
、
燭
.
輝
度

第
二
孝
電
気
事
業
及
び
電
気
に
閲
す
る
法
律
と

経
済ω
電
気
事
業
の
種
類

電
気
事
業
に
閲
す
る
法
律

(c) 

会
盆
事
業
の
意
義
、
公
営
と
民
営

(e) (d) 

物
と
し
て
の
電
気

商
品
と
し
て
の
電
気

電
気
の
生
産
、
分
配
、

第
三
章

電
気
事
業
及
び
需
用
の
比
較

事
業
者
、
京
城
l

朝
鮮
|
内
地

l
外
園

(a) 

似
需
用
、
第
二
高
女
l

匡
域
営
業
所
内
|
京

城
ー
朝
鮮
l

日
本
l

世
界

ω
日
本
電
力
聯
盟
l

五
大
電
力
曾
祉

同
朝
鮮
の
電
力
統
制

第
四
孝
料
金
と
規
則

ω
定

額

制

仙
川
従
量
制
l

準
備
料
金
制
l

最
低
料
金
制
、

ω
料
金
種
別
の
構
造
理
由

ω
料
金
計
算
の
仕
方

ω
設
備
、
喜
一間
線
と
夜
間
線
、
内
線
と
外
線

;
ー

も
む
中
京
司

的
調
定
及
び
集
金

第
五
章
電
気
の
臆
用

ω
光
わ
J

，
照
明
の
種
類
|
色
1

照
明
設
計
l

照
明
器
具

同
一
般
小
型
電
熱
器

ω
殴
酉
療
、
保
健
、
娘
繁
へ
の
庭
用

、1
r
j
J
h
r
J
f
J
J、/、
J
、/
}
tノ
)
}

ω
建
築
と
の
関
係
、
盗
難
諜
防
装
置
の
各
種

ω
一
銭
の
電
気

的
各
種
職
業
及
び
大
工
業
に
於
け
る
臆
用

第
六
章
都
市
生
活
に
閲
す
る
電
気

ω
配
電
l

電
柱
!
電
歴
l

外
線
l

地
下
線

ω
街
路
照
明

ω
交
通
に
閲
す
る
電
気
l
電
車
l
交
通
統
制

ー
地
下
銭
l

高
架
線

ω
庭
園
及
び
ス
ポ

ー
ツ
照
明

例
都
市
の
美
観
l

屋
外
照
明
l

サ
イ
ン

的
文
明
の
意
義

御
覧
の
遁
り
各
章
一
時
間
宛
の
設
定
で
あ
り
ま
す

か
ら
随
分
念
ぎ
ま
し
た
。
併
し
マ
イ
ク
ロ
フ
才
ン
其

他
出
来
得
る
限
り
賓
物
を
見
せ
て
行
ひ
ま
し
た
の
で

今
度
は
-
卒
業
生
の
同
窓
舎
で
も
や
っ
て
貰
ひ
度
い
と

の
御
註
文
を
受
け
、
盆
々
前
途
に
光
明
を
認
め
て
居

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
(
終
)

て
照
明
懇
話
曾
を
結
成
し
、
立
汲
な

数
果
を
納
め
て
居
ら
れ
る
。

九
州

の
各
地
に
あ
る
商
業
皐
校
で
此
の
照
明
懇
話
舎
の
第
一
撃
を
上

は
競
っ
て
皐
校
内
に
照
明
研
究
室
を
げ
ら
れ
た
の
は
一
踊
岡
市
で
あ
っ
て
、

設
備
し
て
、
商
業
同
学
校
生
徒
の
照
明
昨
年
十
月
初
旬
に
一
隅
岡
商
業
皐
校
の

敬
育
に
常
ら
れ
る
と
同
時
に
、
猫
一
照
明
研
究
室
の
完
成
を
契
機
と
し

歩
進
ん
で
其
の
地
の
商
応
照
明
の
向
て
、
第
一
阿
南
応
照
明
診
断
舎
が
関

上
の
た
め
、
商
業
合
議
所
と
協
力
し
催
さ
れ
、

ζ

れ
が
機
株
と
な
っ
て
、

九

州

の

照

明

懇

話

合同

本
年
一
月
十
五
日
に

一踊
岡
照
明
懇
話

舎
が
誕
生
し
、
照
明
の
・
質
際
方
面
に

向
っ
て
活
躍
さ
れ
て
ゐ
る
。

其
の
後
鹿
児
島
、
佐
賀
、
佐
世
保

等
に
も
結
成
活
躍
し
て
居
ら
れ
る
。

か
L

る
運
動
も
民
衆
の
照
明
知
識

普
及
の
た
め
に
は
、
最
も
適
切
な
方

法
の
一
つ
で
あ
る
と
思
ふ
。

11 
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這

跨

照

明

と

ナ

ト

リ

ウ

ム
・
-
フ

シ
プ

患者

Eヨ

照
明
界
の
寵
児
と
し
て
近
時
最
も
注
目
の
的
と
な

う
て
ゐ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
@
ラ
ン
プ
は
幾
多
の
試
練
と

経
験
と
を
重
ね
、
立
一
仮
に
成
人
し
て
活
枇
舎
に
現
れ

る
に
到
っ
た
事
は
誠
に
喜
び
に
桂
へ
な
い
。

優
秀
な
殻
率
と
望
光
色
の
特
異
性
、
其
他
の
特
色

を
以
て
、
謄
用
方
面
は
賓
に
洋
々
た
る
も
の
が
あ
り

其
の
将
来
は
賓
に
別
自
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。

特
に
遁
路
照
明
へ
の
謄
用
は
、
照
明
上
は
勿
論
の

事
、
経
済
上
よ
り
み
て
も
白
熱
篭
球
に
比
し
て
優
る

と
も
劣
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
遁
路
の
あ
る
所
必
宇

照
明
設
備
を
伴
ふ
べ
き
事
勿
論
で
あ
る
が
、
我
図
の

賓
賦
は
誠
に
嘆
か
は
し
い
次
第
で
、
照
明
設
備
を
有

す
る
遁
路
に
於
て
も
、
其
の
朕
態
を
仔
細
に
み
る
時

は
眉
を
翠
め
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
却
々
に
多
い
。

照
度
の
低
き
に
失
す
る
も
の
、
肱
輝
の
甚
だ
し
い
も

の
、
或
は
照
明
方
法
の
幼
稚
な
も
の
等
々
で
、
夜
間

の
自
動
車
交
通
は
盆
々
危
険
に
曝
き
れ
て
ゐ
ゐ
の
で

あ
る
。交
遁
遁
路
に
於
け
る
照
明
設
備
の
完
備
三
共
に
今

後
の
遁
路
照
明
に
は
、
照
明
上
叉
経
済
上
に
有
利
な

諸
黙
を
持
つ
ナ
ト
リ
ウ
ム
。
ラ
ン
プ
の
御
使
用
を
推

奨
し
た
い
。
殊
に
最
近
照
明
界
に
撞
頭
じ
た
明
燈
明

硯
運
動
も
著
々
其
の
妓
果
を
牧
め
、
屋
内
に
、
屋
外

に
照
度
の
向
上
と
照
明
の
質
の
改
善
と
が
行
は
れ
ん

と
し
て
ゐ
る
。
此
の
秋
に
あ
た
り
、
ナ
ト
リ
ワ
ム
・

{手

藤

大

二

東

京

電

気

合

同

社

照

明

課

ラ
ン
プ
の
如
、
き
高
殻
率
に
し
て
し
か
も
輝
度
低
く
、

且
つ
軍
光
色
の
光
源
を
得
た
事
は
遁
路
照
明
に
於
て

最
も
喜
び
と
す
る
と
三
ろ
で
あ
る
。

ナ
ト
リ
ク
ム
・
ラ
ン
プ
の
使
用
は
建
設
蛍
初
、
従

来
よ
り
幾
分
の
経
費
を
要
す
る
の
み
で
、
透
か
に
低

廉
な
維
持
費
を
以
て
、
路
面
上
の
照
度
の
向
上
を
計

り
、
肱
輝
少
き
照
明
を
得
る
事
は
、
自
動
車
交
遁
者

の
眼
の
酷
使
を
救
ひ
、
惹
い
て
は
交
通
事
故
が
引
起

す
惨
禍
を
未
然
に
防
止
す
る
賠
に
於
て
、
最
も
機
宜

を
得
た
最
善
の
策
と
一
去
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
o

以
下
ナ
ト
リ
ワ
ム
・
ラ
ン
プ
の
構
遣
の
概
略
、
使

用
法
及
び
海
外
に
於
け
る
賓
例
の
二
三
を
暴
け
て
、

貫
用
の
御
参
考
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

12 
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構

:.!I::. 
')s. 

第
一
園
は
.
N
L
l
二二

O
型
ナ
ト
リ
ワ
ム
・
ラ

ン
プ
を
構
成
す
る
部
分
品
を
示
し
た
も
の
で
、
左
の

諸
部
分
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
。
(
第
一
園
参
照
)

NL-1303型

ナトリクム。ランプ

---園町四・・・司』ー__.、、ー『戸-・ーーー、ー

コ 漏ラ

三洩
ア静
ン }ーー

サ歴

| 器

ン

ラ
ン
プ
は
稜
光
管
、

外
管
及
び
ソ
ク
ツ
ト
の

三
部
分
よ
り
成
り
、
ソ

ナ
ッ
ト
@
ベ

l
ス
に
は

四
笛
の
孔
が
あ
っ
て
、

其
れ
に
稜
光
管
の
四
本

の
脚
が
飲
込
ま
れ
る
。

稜
光
管
の
外
側
上
端
に

ス
プ
リ
ン
グ
を
載
せ
、 フ

/一ー---"--一一一ヘ

ソ外設

ク

ツ
光

ノロ~:
.巳~三

品

其
上
か
ら
外
管
を
被
せ
、
之
そ

押
し
な
が
ら
右
に
捻
っ
て
、
ソ

グ
ツ
ト
に
固
着
さ
せ
る
。
(
第

一
一園
参
照
)

殺
光
管
の
雨
端
に
竜
極
が
入

国

れ
ら
れ
、
管
中
に
は
ネ
オ
ン
ガ
ス
及
び
少
量
の
金

属
ナ
ト
リ
ク
ム
が
填
め
て
あ
る
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
蒸

気
は
高
温
度
で
は
強
く
硝
子
を
犯
す
の
で
、
震
光

管
に
は
特
殊
の
硝
子
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
賓
際
の
放
電
は
中
め
後
光
管
に

於
て
行
ふ
の
で
あ
る
。
震
光
管
の
外
部
ネ

ッ
ク
に
は
石
綿
が
取
付
け
て
あ
り
、
之
は

器
開
光
管
と
外
管
の
聞
の
熱
の
絶
縁
と
な
っ

て
、
稜
光
管
の
温
度
の
遁
山
口聞
な
る
上
昇
争

行
は
し
め
る
役
目
を
な
し
て
ゐ
る
。
之
の

外
側
に
外
管
を
被
せ
る
の
で
あ
る
が
、
之

は
霊
光
管
を
ナ

ト
リ
ヲ
ム
の
霊
光
に
遁
静
岡

な
温
度
に
保
つ
た
め
に
被
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
異
本
一槽
に
な
っ
て
ゐ
て
ソ
ナ
ッ
ト
に
差
し
込

ま
れ
る
様
に
な
っ
て
ゐ
る
。
(
第
三
国
)

第
三
国
に
示
す
T
は
安
定
貼
火
の
震
に
使
用
す

園

る
リ
ー
ク
l
ヂ

@
ト
ラ
ン
ス
、

D
は
漏
洩
愛
墜
器

を
用
ひ
る
需
に
悪
く
な
っ
た
力
率
を
改
善
す
る
た

め
に
使
用
す
る
コ
ン
デ
ン
サ

ー
で
あ
る
。

ソ
ナ
ツ

ト
か
ら
出
て
ゐ
る
二
本
の
白
及
び
黒
の
コ

l
ド
を

第

愛
歴
器
ニ
弐
側
の
二
本
の
白
及
び
黒
コ

l
ド
に
夫

々
結
び
、
愛
歴
器
一

・次
側
研
一交
流
電
源
(
一

O
O

V
な
ら
一

O
O
V
タ
ッ
プ
、
九

O
V
な
ら
九

O
V

タ
ッ
プ
)
に
つ
な
ぐ
。
(
第
四
国
及
び
第
五
園
)

結
火
に
蛍
つ
て
は
稜
光
管
に
於
て
、
雨
電
極
聞

に
ネ
オ
ン
ガ
ス
の
ア
!
ク
が
護
生
し
ネ
オ
ン
特
有
の

ス
ペ
ク
ト
ル
を
出
す
。
安
で
ア
!
ク
の
識
は
す
る
熱
の

た
め
に
管
内
の
ナ
ト
リ
ワ
ム
が
蒸
稜
し
て
、

・次
第
に

D
線
と
呼
ば
れ
る
ナ
ト
リ
ワ
ム
濁
特
の
純
黄
色
の
光

第

国

13 
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色
を
呈
し
て
く
る
。

結
火
位
置
は
縦
で
も
横
で
も
差
支
へ
な
い
が
、
黙

火
後
最
大
光
度
に
達
す
る
迄
約
三
十
分
を
要
す
る
。

大
館
此
の
時
の
定
格
を
一
示
す
と
弐
の
如
く
で
あ
る
。

N
L
l
一

一二
O
型
ナ
ト
ソ
ヲ
ム

一
ア
ン
プ
の
定
格

電

源

電

歴

ラ
ン
プ
の
端
子
竜
盤

ラ
ン
プ
の
電
流

一O
O
V

二
五
V

電

j原

流

一一@二

A
(
コ
ン
デ
ン
サ

ー
無
し
)

一二
。
五
A

E包

コ
ン
デ
ン
サ

ー
の
容
量

一
・
四
A

(
コ
ン
デ
ン
サ

ー
を
入
れ
た
場
合
)

五

O
川

ラ
ン
プ
の
み
の
力
率

九

O
%

全
館
と
し
て
の
力
率
六

O
%
(
コ
ン
デ
ン
サ

ー
無
し
)

九
O
%以
上
(
コ
ン
デ
ン
サ
ー
を
入
れ
た
揚
合
)

園

陸

四

愛

第

洩

地

消

費

電

力

ラ
ン
プ
消
費
電
力

71< 

卒

光

度

i庫金紋

光浩
一
路

器i属

一
三

O
W

一一

O
W

率

五 四 四
|六四五
一-0 二 O
o 0 L/W燭
CP/cm2 )レ

メ

束度
日召

明
，、
の

庭

用

ナ
ト
リ
ワ
ム
・
ラ
ン

プ
は
前
記
の
様
な
構
造
を
し

て
ゐ
る
も
の
で
、
白
熱
電
球
と
異
っ
た
色
々
な
特
長

を
持
っ
て
ゐ
る
が
、
特
に
之
の
ラ

ン
プ
の
特
長
と
し

て
暴
け
ら
れ
る
の
は
突
の
如
き
黙
で
あ
る
。

ー
、
救
葬
の
大
な
る
事

3
、
輝
度
の
低
い
事

2
.

純
黄
色
の
草
色
光
源
と
考
へ
ら
れ
る
事

特
に
殻
率
の
す
向
い
事
は
此
の
ラ
ン
プ
の
最
も
誇
り k 

。

。~~

11 I /40 。

と
す
る
も
の

で
、
同
ワ
ツ

ト
の
白
熱
電

球
の
そ
れ
に

五周

ンデツサ ー

比
す
る
時
は

約
三
倍
の
高

妓
率
を
示
し

第

:J 

て
ゐ
る
。
従

っ
て
日
疋
生
ザ
の

特
異
性
よ
り
其
の
臆
用
の
範
閣
も
自
ら
決
っ
て
く

る。

色
の
識
別
を
要
す
る
所
に
は
遁
さ
な
い
-
か
、

電
力
を
要
し
む
し
ろ
草
色
光
を
必
要
と
す
る
箇
所
に

使
用
し
た
な
ら
ば
、
此
の
ラ
ン
プ
の
異
債
を
稜
揮
す

る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

例
へ
ば
自
動
車
遁
路
の
照
明
用
と
し
て
用
ひ
た
な

ら
ば

ω及
び
仰
の
特
異
性
を
各
々
活
用
す
る
事
が
出

来
る
。
自
動
車
遁
路
の
照
明
と
し
て
は
、
遁
路
面
の

明
る
い
必
要
は
勿
論
で
あ
る
が
，
其
の
他
に
肱
輝
の

な
い
事
、
遠
近
を
充
分
判
別
出
来
る
事
、
或
は
叉
細

い
部
分
迄
は
っ
き
り
識
別
出
来
る
様
な
照
明
方
法
が

最
も
皇
ま
れ
る
。

斯
く
の
如
き
賠
か
ら
考

へ
て
も
自
動
車
遁
路
へ
ナ

ト
リ
ワ
ム
・
ラ
ン
プ
を
使
用
す
る
事
は
、
誠
に
砕
聞
を

得
た
る
も
の
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
数
率
の
良
い

事
は
其
の
第
一

で
あ
ら
う
、
次
に
光
色
の
草
色
で
あ 大

14 
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る
事
で
あ
る
が
、
人
間
の
眼
は
白
熱
電
球
の
如
き
連

績
ス
ペ
ク
ト
ル
を
持
つ
光
源
で
物
を
見
た
揚
合
に
比

し
て
、
草
色
光
で
み
た
時
は
硯
感
の
銃
さ
を
増
加
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

は
る
か
に
細
い
所
を
は
っ
き

り
と
み
る
事
が
出
来
、
従
っ
て
遠
近
の
判
別
も
確
認

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
路
面
の
凸
凹
或
は
障
害
物
の
存

在
等
も
鮮
明
に
判
別
し
得
る
の
で
あ
る
。

尚
叉
在
来
の
白
熱
電
球
で
あ
る
と
、
高
昭
一
度
を
得

る
た
め
に
は
光
源
の
光
度
を
大
き
く
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
す
る
と
勢
、
輝
度
が
高
く
な

ゐ
結
果
と
な
る
。
光
源
の
輝
度
を
低
下
さ
せ
る
た
め

に
は
、
電
球
の
パ
ル
プ
を
艶
消
し
に
し
た
り
、
或
は

乳
色
硝
子
の
グ
ロ

l
プ
の
内
に
入
れ
た
り
.
其
の
他

あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
凝
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
ナ
ト

ナトリウムランプ反射笠

リ
ク
ム
・
ラ
ン
プ
は
光
度
が
大
き
い
に
も
拘
は
ら

宇
輝
度
が
低
い
震
に
外
球
の
心
配
も
い
ら
な
い
。

裸
の
ま
〉
黙
火
し
て
も
一
向
に
肱
輝
を
感
じ
な

い
利
黙
が
あ
る
。
斯
く
の
如
き
黙
か
ら
考
へ
て
高

法
一
度
交
遁
機
関
の
往
来
繁
し
い
遁
踏
の
照
明
と
し

て
ナ
ト
リ
ワ
ム
・
ラ
ン
プ
を
用
ふ
る
事
は
、
安
全

率
を
増
大
す
る
黙
に
於
て
誠
に
殻
果
的
な
も
の
と

云
へ
る
の
で
あ
る
。

第
六
固
に
示
し
た
も
の
は
ハ
イ
ク
エ
イ
用
と
し

て
新
に
設
計
し
た
ナ
ト
リ
ク
ム
ラ
ン
プ
燈
器
で
あ

る
o
，
配
光
は
従
来
の
ハ
イ
ク
エ
イ
・
ユ
ニ
ッ
ト
の

如
き
配
光
を
有
す
る
純
然
た
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
照
明

用
の
器
具
で
あ
る
。
ラ
ン
プ
の
上
に
左
右
に
充
分

光
を
地
掛
け
る
震
の
拠
物
面
を
持
っ
た
ボ

l
セ
レ
ン

の
反
射
笠
が
あ
り
、
叉
其
の
下
部
に
は
直
下
に
光

を
投
け
る
た
め
に
反
射
板
を
設
け
て
あ
る
。
燈
器

の
後
部
に
附
属
口
問
箱
が
あ
っ
て
、
、
漏
洩
愛
歴
器
及

び
コ
ン
デ
ン
サ

ー
を
入
れ
る
様
に
な
っ
て
ゐ
る
。

第六園

flJJコ
L__~しJ

日ア白
:属;守幸t王星 I I I I 

~+- ~- - ~ - I-， 

し王子宮ー」

第
七
固
に
示
す
様
に
交
流
一

O
Oヴ
オ
ル
ト
よ
り

並
列
に
結
線
す
れ
ば
直
ち
に
黙
火
で
き
る
様
な
仕
組

に
な
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
此
の
器
具
を
用
ひ
る
時
の

配
線
方
法
は
在
来
の
街
路
照
明
の
揚
合
と
全
然
同
じ

で
、
地
中
線
式
の
配
電
で
あ
っ
た
な
ら
ば
燈
柱
の
下

か
ら
二
本
の
立
上
り
を
出
し
て
、
燈
桂
袴
股
の
中
で

カ
ッ
ト
、
ア
ワ
ト
、
ス
ヰ
ツ
チ
(
ス
ヰ
ツ
チ
の
容
量

一
O
ア
ム
ベ
ア
)
に
依
っ
て
引
込
地
中
線
と
燈
柱
内

15 
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電
線
と
巻
接
綾
し
、
燈
柱
を
遁
り
新
燈
器
の
ア

l
ム

の
中
を
遁
っ
て
附
属
品
箱
の
タ

l
t
ナ
ル
に
結
線
す

る
。
架
空
線
式
の
揚
合
も
同
様
、
二
本
の
架
空
線
を

引
張
っ
て
、
新
燈
器
の
タ

l
t
ナ
ル
に
於
て
結
線
す

れ
ば
良
い
の
で
あ
る
。
(
第
七
園
)

燈
柱
間
隔
其
他
の
推
奨
規
格
は
路
幅
或
は
四
国
の

朕
況
に
依
っ
て
異
る
た
め
、
一
概
に
決
定
す
る
事
は

困
難
で
あ
る
が
、
大

健
光
源
は
五
!
六
米

程
度
の
高
さ
に
、
間

隔
金
三

O
米
乃
至
五

O
米
離
し
て
、
遁
路

の
雨
側
に
千
鳥
に
施

設
す
れ
ば
遁
蛍
で
あ

る
と
云
ふ
『
)
と
が
出

来
る
。十

ト

リ

ウ

ム
・
ラ
シ
ブ

使
用
の
{
貫
例

ナ
ト
リ
ク
ム
・
ラ

ン
プ
が
貫
用
に
供
せ

ら
れ
る
様
に
な
っ
た

の
は
極
く
近
年
の
事

で
、
海
外
に
於
て
も

施
設
さ
れ
た
も
⑦
の

多
く
は
賞
験
的
設
備
に
過
ぎ
な
か

っ
た
が
、
最
近
は
遁
路
照
明
に
、

投
光
照
明
に
或
は
電
気
サ
イ
ン

等
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
賓
質
的
に

使
用
さ
れ
る
に
至
つ
土
。

然
し
前
述
し
た
如
く
勃
れ
に
せ
よ
)
こ
の
ラ
ン
プ

を
用
ふ
る
に
蛍
つ
て
は
、
其
の
特
異
性
を
充
分
活
用

せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
色
で
あ
る
輩
光
色

レビア・ピーチに施設したナトリウム・ランプ

16 

も
使
ひ
揚
所
に
依
つ
て
は
害
さ
え
及
品
す
事
が
あ

る
。
例
へ
ば
色
の
識
別
を
必
要
と
す
る
一
般
屋
内
の

照
明
に
は
、
ま
づ
使
用
困
難
と
考
へ
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
ナ
ト
リ
ク
ム
・
ラ
ン
プ
の
鈷
火
さ
れ
て
ゐ
る
揚

所
で
は
、
赤
色
が
黒
く
見
え
る
如
き
事
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

ム
・
ラ
ン
プ
の
使
用
に
首
っ
て
、

最
近
米
園
に
於
て
は
屋
内
に
於
け
る
ナ
ト
リ
ク

ロ
ー
ダ

t
ン
の
謄

園ii.. 第

用
が
行
は

れ
て
ゐ
る

事
が
報
遁

せ
ら
れ
て

固

ゐ
る
。
ロ

ー
ダ
、
E

ン

を
塗
れ
ば

九

赤
色
が
残

り
、
黒
く

な
ら
ぬ
妓

第

果
を
も
た

，

ら
す
か
ら

で
あ
る
。

ナ
ト
リ
ヲ
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Boulder. Da111. 'Roadwayに於けるナトリクムランプと白熱電球の遁路照明比較

光源 !燈器ノ|光源間隔|穂陸数 |ランプ l路面1::.1吋穂市引1即 |器具ノ |路面上ノ
型式 ノ大サリ、ル{メeン電 クツト致卒平均!l百度

10，000 ブートリ 閏空E式 125Jレーメン (trans 11.4 
ウム。 16 ノレーメン 3.3W 83% 
ランプ。 ¢コ 10ss Jレクス

A.C. を合む〉

白熱 固801!f<!. 
10.000 7.9 

16 ノレーメン 125Jレ{メン 8.71<:羽f 6.8W 68.4% 
電球 千鳥式 20Amp. ノレクス

ム
・
ラ
ン
プ
の

普
及
の
た
め
に

は
ロ
!
ダ

t
ン

の
臆
用
も
研
究

す
べ
き
問
題
で

あ
ら
う
。

ナ

ト

リ

ク

ム
・
ラ
ン
プ
を

道
路
照
明
に
使

用
せ
よ
と
は

般
に
唱
へ
ら
れ

て
ゐ
る
事
で
あ

る
し
、
叉
本
稿

に
も
其
の
有
利

で
あ
る
事
を
遁

べ
て
ゐ
る
，
か
、

貫
際
白
熱
電
球

と
比
較
し
て
如

何
に
有
利
で
あ

る
か
が
、
米
園

に
於
て
責
験
の

結
果
立
設
さ
れ

て
ゐ
る
。
此
の
賓
験
は
コ
ロ
ラ
ド
の
ポ

l
ル
ダ
!
。

ダ
ム
遁
路
に
於
て
行
は
れ
た
も
の
で
、
路
上
二
十
択

の
夙
に
.
同
じ
大
き
き
の
(
同
光
束
)
白
熱
電
球
と

ラナ
ント
プ1 リ
をク
八，ム

O
吹
間
隔
に

取
付
け
て
試

験
し
た
も
の

で
あ
る
。
其

の
試
験
の
結

果
を
上
表
に

一
示
す
。
表
で
明
な

如
く
、
経
済

上
か
ら
考
へ

る
と
消
費
電

力
は
半
分
で

す
み
、
し
か

も
照
度
は
四

四
%
も
増
加

し
て
ゐ
る
。

尚
且
つ
光
色
は
草
色
で
あ
っ
て
、
白
熱
電
球
に
比
じ

て
、
は
る
か
に
細
い
箇
所
迄
確
認
す
る
事
の
出
来
る

出
来
る
も
の

で
あ
る
。

利
黙
を
有
じ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
綿
睦
的
に
考
へ
て
ナ

向
ナ
ト
リ

ト
リ
ク
ム
@
ラ
ン
プ
を
遁
路
照
明
に
使
用
し
た
時
の

利
盆
は
英
大
な
も
の
か
あ
る
。
此
の
結
果
は
決
し
て

ワ
ム
・
ラ
ン

か
り
で
な
く
、

一
ポ
1

ル
ダ

l
ダ
ム
遁
路
に
於
け
る
貫
験
に
止
る
ば

プ
使
用
の
賓
例
に
就
い
て
、
そ
の
二
三
を
奉
け
て
見

る
こ
と
に
し
ゃ
う
。

第
八
園
は
G

・E
命
日
祉
が
マ
サ
チ
ユ
ク
セ
ツ
ツ
州

一
般
的
に
あ
て
は
め
七
考
へ
る
事
が

ベルギーに於けるナトリウムランプに依る道路!照明の 1例

1~'7 

第十e闘
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の
レ
ベ
ア
o

ピ

l
チ
の
自
動
車
専
用
遁
踏
に
設
置
し

た
も
の
で
、
一

O
、
0
0
0
ル
l
メ
ン
の
ナ
ト
リ
ワ

ム
。
ラ
ン
プ
を
新
反
射
笠
に
取
入
れ
て
路
面
上
二
二

択
の
高
さ
に
、
二

O
O択
の
間
隔
に
取
付
け
て
遁
路

照
明
と
し
た
例
で
あ
る
。

其
の
結
果
此
の
路
面
は
非
常
に
明
る
く
、
叉
照
明

朕
態
も
非
常
に
良
く
震
に
遁
行
の
自
動
車
も
，
前
昭
一

燈
を
消
し
て
遁
行
出
来
る
と
云
ふ
賦
態
で
あ
る
と
云

ふ
事
で
あ
る
。
山
川
光
源
か
ら
五

O
吠
離
れ
た
位
置
で

申
巾

γ
・

申

6.00一一一一一-tI-

.0。一一一一一一→

十一一一一一- 8∞一一一一一一→十

B 

手
r一一一一- 8。

新
聞
き
え
梁
に
讃
み
得
る
明
る
さ
を
有
す
る
と
報
遁

さ
れ
て
ゐ
る
。
之
は
賓
験
的
の
施
設
で
な
く
.
G
-

D 

エスコ河底 の トンネル内部照明と其燈器

E
曾
祉
が
米
園
に
於
て
始
め

τ

販
高貝
じ
て
、
商
高
貝
的
に
成
功
し

た
設
備
で
あ
る
。
〈
第
八
園
)

街
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
キ
シ

ン
ト
ン
@
ア
ベ
ニ
ュ

ー
の
G
・

E
命
日
祉
新
社
屋
に
は
一

O
、

0

0
0
ル
1
メ
ン
の
ナ
ト
リ
ク

ム
-
ラ
ン
プ
四
個
を
地
上
二
二

択
の
壁
面
に
プ
ラ
ナ
ッ
ト
に
て

取
付
け
て
、
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

照
明
と
し
て
用
ひ
て
ゐ
る
。

ユ
l
ヨ
1
ク
に
於
て
も
、
ナ
ト

リ
ク
ム
・
ラ
ン
プ
を
斯
く
の
如

第十一国

き
場
所
へ
用
ひ
た
の
は
初
め
て

の
試
み
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
之
は

交
流
一
一

O
V
、
六

O
サ
イ
ク

ル
の
配
電
線
か
ら
並
列
に
取
付

け
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
第
九
園
)

第
十
園
は
(
以
下
ベ
ル
ギ

ー

に
関
す
る
資
料
は
蛍
課
黒
津
氏

A 

の
御
好
意
に
依
る
〉
フ
イ
リ
ツ

プ
命
日
祉
が
ベ
ル
ギ

ー
に
施
設
し

た
賓
況
で
あ
る
が
、
家
具
に
み

る
如
き
反
射
笠
に
ナ
ト
リ
ワ
ム
・
ラ
ン
プ
を
入
れ
て

遁
路
照
明
と
し
て
ゐ
る
o

杢
行
程
一
・

O
二
五
凶
、

一

18 
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五、

0
0
0
ル
l
メ
ン
の
ナ
ト
リ
ワ
ム
@
ラ
ン
プ
を

五

O
米
隔
き
に
取
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
推
奨
す
る

光
源
高
は
一

O
l
一
二
米
で
、
燈
間
隔
は
六

0

1

七
O
米
お
き
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
施
設
遁
路

に
あ
る
並
木
の
関
係
で
七
。
五
米
の
蓬
に
取
付

け
ら
れ
て
ゐ
る
。
ラ
ン
プ
は
五
、

0
0
0
ル
l

メ
ン
、
消
費
電
力
一

O
O
W
の
も
の
で
、
同
命
日

一
吐
で
は
ヒ
イ
ロ
ラ

〈

]UEH05)
ラ
ン

プ
と
稀

し
て
ゐ
る
o

(

第
十
回
〉

第
十
一
園
及
び
第
十
二
国
は
同
命
自
社
が
同
じ
く
ベ

ル
ギ
ー
の
ア
ン
ヴ
エ
ル
市
エ
ス
コ
河
の
下
を
遁
る
ト

ン
、
不
ル
内
の
照
明
用
に
ヒ
イ
ロ
ラ
・
ラ
ン
プ
を
取
付

け
て
照
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
之
の
ト
ン
ネ
ル
は
主

-

と

し

て

自

動

車

交

通

の

震

の

も

の

で
、
入
口
の
坂
遁
及
び
ト
ン
、
不
ル

内
を
合
し
て
約
二
日
の
全
長
を
有

し
て
ゐ
る
。
入
口
の
坂
遁
の
照
明

は
雨
側
パ
ラ
ペ
ッ
ト
上
に
九
米
お

き
に
燈
柱
を
建
て
、
反
射
笠
の
中

に
ナ
ト
リ
ク
ム
。
ラ
ン
プ
及
び
附

c 

• 

B 

E • -
A 

第十二国

• 

ンネル入口 の 照明と其燈株

属
品
を
入
れ
て
照
明
し
て
ゐ
る
。

之
は
以
前
は
一
五

O
W
白
熱
電

球
を
以
て
照
明
し
て
ゐ
た
も
の
を

今
岡
ナ
ト
リ
ク
ム
。
ラ
ン
プ
に
織
広

夏
し
た
の
で
あ
る
0

ト
ン
ネ
ル
内

部
は
、
反
射
を
持
っ
た
特
殊
燈
器

を
壁
の
内
に
八
米
お
き
に
、
千
鳥

に
埋
め
込
ん
で
照
明
し
て
ゐ
る
。

其
の
照
度
は
五

O
ル
ク
ス
で
あ
っ

て
、
交
流
二
二

O
V
を
以
て
配
電

さ
れ
て
ゐ
る
。
ト
ン
ネ
ル
部
五
三

二
個
、
入
口
の
坂
遁
七
八
個
、
合

計
六
一

O
個
の
一

O
O
W
)
五、

0

0
0
ル

l
メ
ン
の
ナ
ト
リ
ワ

ム
-
ラ
ン
プ
が
取
付
け
ら
れ
た
大

々
的

ω施
設
で
あ
る
。

(

了

〉
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室主
フR

奉

讃

電

飾

量売

田

神

宮

御

遷

座

の

熱
田
神
宮
御
濯
座
の
、
晴

れ
の
御
盛
儀
を
奉
讃
す
る
電

飾
に
就
て
謹
記
す
る
に
あ
た

り
、
熱
田
在
住

ω
小
生
、
ひ

と
し
ほ
光
栄
と
感
激
に
胸

ω

高
鳴
る
を
禁
じ
得
な
い
。

熱
田

ω
宮
に
榊
銅
鎮
ま
り

ま
し
て
一
千
八
百
有
飴
年
、

山
川
武
の
一
例
の
一
柳
威
あ
ま
ね
く

宮

ω
宿
場
は
百
高
都
市
と
か

は
り
、
二
、
に
創
建
以
来
か

つ
て
な
き
紳
園
日
本

ω歴
史

を
飾
る
熱
旧
神
宮
本
殿
御
遷

座

ω
御
儀
は
、
十
一
月
一
日

の
佳
き
日
J

中
京

ω
空
は
紺

碧
に
晴
れ
わ
た
り
も
宮

ω森

は
朝
霧
深
き
静
寂
の
う
ち
に

瑞
気
た
行
よ
い
、
い
と
も
疋

最
に
、
百
一
両
市
民
は
申
す
に

及
ば
十
八
千
高
園
民
が
奉
蹴

の
誠
を
つ
く
し
て
お
待
ち
申
上
け
、
感
激
の
う
ち
に

執
り
行
は
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

図
式
く
も
我
が
皇
室
に
お
か
せ
ら
れ
て
ば
、
特
別

ω

御
社
格
を
思
し
召
さ
れ
、
御
盛
此
ハ
に
際
し
て
は
御
勅

使
を
御
差
遣
あ
ら
せ
ら
れ
、
儀
伏
兵
、
儀
伎
艦
を
賜

ひ
、
御
自
ら
は
榊
霊
の
遜
り
ま
す
刻
、
熱
田
の
宮
に

向
は
せ
ら
れ
御
溢
奔
あ
ら
せ
ら
れ
し
と
洩
れ
う
け

た
ま
は
り
、
只
管
有
難
さ
に
感
泣
し
瑞
喜
の
涙
と
共

に
、
心
の
う
ち
に
榊
園
日
本

ω噸
栄
を
絶
叫
欣
喜
し

奉
っ
た
の
で
あ
る
。

十
月
三
十
一
日

ω御
前
儀
の
日
よ
り
、
我
が
名
古

屋
全
市
は
奉
祝
気
分
充
満
し
、
日
中
は
最
早
や
色
々

な
催
し
も

ωあ
り
、
同
夜
よ
り
一
せ
い
に
街
路
の
奉

祝
燈
世
に
名
古
屋
城
、
市
・
雌
合
成
口
屋
の
投
光
照
明
を

は
じ
め
、
主
な
る
銀
行
、
命
日
祉
の
各
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

の
電
飾
は
賠
火
さ
れ
て
、
豪
華
の
幕
は
き
っ
て
お
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
三
十

一
日
よ
り
三
日
ま
で
の
四

日
問
、
御
遷
座
日
和
と
で
も
言
は
ん
か
、
紺
碧
冴
え

わ
た
り
賓
に
日
木
晴
れ
で
あ
っ
た
ι

此
の
間
赤
誠
こ

め
た
参
拝
人
の
潮
騒
は
夜
を
徹
し
て
千
古
幽
寂

ω御

カ日

藤

長

次

東

邦

電

力

合

枇

名

古

屋

支

陪

20 

神
苑
居
ど
よ
も
し
、
市
中
は
揺
れ
る
花
笠
、
人
の
波

豪
華
を
極
め
る
飢
舞
調
、
熱
狂
百
高
の
奉
祝
調
は
全

市
に
沸
騰
し
、
く
り
出
す
御
興
、
行
列
を
は
じ
め
、

宮
に
詣
で
る
人
々
で
電
車
、
パ
ス
と
も
に
超
満
員
、

市
内
目
貫
き
の
遁
り
は
あ
ふ
れ
る
人
波
で
、
身
う
ご

き
な
ら
宇
往
来
も
な
ら
ぬ
有
様
で
あ
っ
た
。

御
遷
座
に
加
へ
て
十
月
一
日
に
行
は
れ
る
筈

ω
大

名
古
屋
祭
が
延
期
、
こ

ω奉
祝
に
加
は
り
、
そ
の
上

叉
名
古
屋
新
聞
批
主
催
に
か
か
る
奉
讃
絵
巻
大
積
告

祭
が
催
さ
れ
、
其
の
大
行
列
除
は
東
京
.
大
阪
.
名

古
屋
三
都
の
五
十
鈴
商
庖
よ
り
な
る
贋
告
装
飾
車
が

ど
っ
と
ば
か
り
に
く
り
出
し
た

ωは
.
明
朗
な
る
奉

祝
色
の
極
彩
版
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
鶴
舞
公
園
の
市
設
グ
ラ
ワ
ン
ド
で
は
、

官
て
な
き
大
掛
り
な
運
動
大
競
技
.
北
日
選
壇
に
は
演

塾
大
舎
、
買
揚
に
は
聾
者

ω
手
踊
力
、
会
合
日
堂
に
於

て
は
八
十
飴
流
千
有
飴
瓶
の
絢
側
た
る
奉
讃
生
花

展
、
等
々
枚
撃
に
建
あ
ら
宇
、
熱
旧

ω演
迭
に
打
も

上
け
ら
れ
る
華
麗
な
る
花
火
は
一
唐
気
分
を
煽
り
、

日
を
重
ね
る
に
随
て
、
ま
け
宇
劣
ら
ぬ
秘
策
を
ね
つ

フ官
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大
珍
趣
向
も
飛
び
出
し
、
蹴

へ
祭
り
だ
ワ
ツ
シ
ヨ
イ
、
ワ

ツ
シ
ヨ
イ
で
わ
き
か
へ
る
熱

狂
の
波
簿
は
、
た
ぎ
れ
る
ル

ツ
ポ
の
そ
れ
の
如
く
白
熱
化

し
、
老
若
男
女
は
踊
り
狂
っ

た
の
で
あ
る
。

一
日
の
董
は
熱
田
一判
官
正

門
よ
わ
奉
祝
街
頭
の
責
況

を
、
夜
は
一例
宮
の
宮
城
よ
り

森
最
斑
重
な
る
御
遷
座
祭
の

御
模
様
を
、

C

K
よ
り
全
園

に
中
継
放
迭
さ
れ
、
各
新
聞

紙
は
競
て
記
事
及
び
グ
ラ
フ

を
記
載
報
遁
し
た
こ
と
で
も

あ
る
か
ら
、
こ
〉
に
は
夜
の

花
形
な
る
電
飾
に
就
て
、
其

ω
設
備
の
概
要
と
代
表
的
な

電
飾
の
グ
ラ
フ
を
御
紹
介
し

て
、
謹
ん
で
筆
を
止
む
る
，
次

第
で
あ
る
。

設

備

概

要

1 

東
邦
電
力
名
古
屋
支
屈

屋
上
の
電
飾

電
燈

二
O
ワ
ッ
ト

ハ
O
ワ
ッ
ト

一
O
O
ワ
ッ
ト

2 

二
O
ワ
ッ
ト

四
O
ワ
ッ
ト

六
O
ワ
ッ
ト

計

，、
J 

八
四
八
燈

電
気
普
及
館

ω
電
飾

一
O
ワ
ッ
ト

4 

計

七

八

O
燈

中
、
東
、
西
、
南
の
各
区

役
所
の
電
飾
右
合
計
し
て

一
O
ワ
ッ
ト

二
O
燈

二
O
ワ
ッ
ト一
、
一
一

O
燈

四
O
ワ

ッ

ト

六

燈

ハ
O
ワ
ッ

ト

一
一
燈

一
O
O
ワ
ッ
ト

一
五
燈

二
O
O
ワ
ッ
ト

一O
燈

上丁==ロ

一
、
三
八
二
燈

一
一
一
五
@
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト

市
屯
各
幹
線
の
遁
路
横
断
装
飾
燈
(
各
匿
を
遁

じ
て
其
の
匡
域
の
町
に
て
負
捨
の
も
の
)

五
、
三
三

O
燈

5 

二
O
ワ
ッ
ト

6 

計
五
二
二
三

O
燈

一

O
六
・
六
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
の
他
、
各
新
聞
祉
の
投
光
照
明
、
公
命
日
堂

七↓

0
燈

一O
七
燈

三
O
燈燈

九
・
四
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト

七
八

O
燈

七
。
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
イ
ル

t
ネ
l
シ
ヨ
ン
、
各
銀
行
、

曾
祉
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
が
あ

れ
ど
も
、
調
査
困
難
で
あ
る
か
ら
、

大
躍
を
諜
想
じ
て
、

計

八

、

0
0
0燈

一
二

O
。
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
内
外

東邦 電 力名古 屋支庖屋上 の電 飾

21 

七
O
O
燈
六
燈
六
燈

計
七
二
一
燈
一
四
・
九
六
キ
ロ
ワ
ッ
ト

同
、
中
部
、
東
部
、
西
部
、
南
部
の
四
日
営
業
所

の
電
飾

右
合
計
し
て

一
O
ワ
ッ
ト



マツダ新報

①電気普及館の電飾 ①道路横断の電飾 (N~小路通り柴町角より名古屋‘牒を望む〉①三井物産名古屋

支底の電飾 ①名古屋騨前の奉祝i脊 ①東邦電力南部営業所の電飾〈右は熱岡市1I戸町古来よりの山

車〉①十一屋百貨席の電飾 ⑦松坂屋の電飾 ①名古屋市公舎堂の電筒i ①市電熱田津上車庫の電飾

22 
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の‘:守、内

-臥
1

禰
附
府
相
《

の

初

冬

内
す
ほ
血
撤
恒
三
J

国
内
単
慌
球
静

馬
家
溝

の
植
物
閣

の
冬
景
色

行ふ
きみ
か跡
..a、は

人竪
もく
と凍
託つ
へて
勝
ち

毛
裏
の
ゴ
ム
外
靴
を
穿
き

御
手

の
も
の
L

毛
の
外
套
で

す
っ
ぽ
り
と
顔
を
か
く
し
て

い
そ
を
足
の
露
図
婦
人
も

今
日
は
寒
む
そ
う
に
見
え
る

何
し
ろ
日
の
あ
た
る
所
で
も

零
下
三
十
度
と
云
ふ
の
だ
か
ら

23 
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タ

<=1 

I司

周

高
周
波
の
無
線
電
信
、
電
話
用
の
絶
縁
髄
と
し
て

一
プ
レ
ッ
ク
ス
硝
子
が
あ
り
ま
す
。

今
岡
我
祉
の
研
究
所
で
完
成
致
し
ま
し
た
新
製
品

タ
イ
デ
ン
タ
イ
ト
は
其
の
姉
妹
品
と
も
申
す
べ
き
も

波イ

用

来芭

縁

骨豊

-ア

就

ン

イ

ト

タ

ト の製 品

の
で
、
従
来
一
プ
レ
ッ
ク
ス
を
用
ひ
て
製
作
上
に
困

難
告
感
じ
て
居
り
ま
し
た
薄
板
に
多
数
の
穴
を
明

け
た
も
の
、
多
角
形
の
切
込
み
を
有
っ
た
プ
レ
ー

ト
、
細
い
溝
を
数
十
保
つ
け
た
線
輪
枠
等
に
適
し

て
居
り
ま
し
て
、
製
作
が
比
較
的
容
易
で
使
用
上

に
も
破
損
の
患
が
な
く
、
電
気
的
に
も
、
機
械
的

に
も
、
其
の
他
の
性
能
は
下
記
の
如
く
頗
る
優
秀

で
あ
り
ま
す
故
、
我
が
躍
進
無
電
界
仁
一
プ
レ
ッ
ク

ス
同
様
一
推
奨
し
得
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

タ

イ

デ

シ

b
J
d
E
ト
・

デンタイ

タ
イ
デ
ン
タ
イ
ト
は
一
種
の
磁
器
で
は
あ
り
ま

す
が
成
分
は
全
く
異
る
も
の
で
、
ア
ル
カ
リ
を
含

有
し
て
居
ら
ぬ
こ
と
が
一
大
特
長
で
あ
り
ま
す
。

普
遁
の
磁
器
や
硬
質
硝
子
が
高
周
波
電
磁
場
で

絶
縁
能
力
の
劣
化
す
る
の
は
温
度
の
上
昇
に
よ
る

の
で
、
温
度
の
上
昇
は
含
有
す
る
ア
ル
カ
リ
に
原

因
す
る
と
云
は
れ
て
居
り
ま
す
。

タイ

タ
イ
デ
ン
タ
イ
ト
の
原
石
は
我
園
で
豊
富
に
且 て

佐

藤

正

文
東

京

電

気

合

祉

事

業

部

つ
容
易
に
得
ら
れ
ま
し
て
、
品
質
は
世
界
一
で
あ
り

ま
す
。
従
っ
て
我
祉
の
タ
イ
デ
ン
タ
イ
ト
が
各
図
の

2101音

24 
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類
似
品
に
一
頭
地
を
抜
い
た
成
蹟
を
有
す
る
の
も
宜

な
る
か
な
で
あ
り
ま
す。

タ
イ
デ
ン

タ
イ
ト
は
我
枇
濁
特
の
製
法
に
よ
り
、

其
の
燃
焼
温
度
は
嬬
氏
一
、
四

O
O度
守
越
え
て
居

っ
て
.
製
品
は
殆
ど
吸
水
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

叉
額
微
鏡
{
烏
量
一
に
依
っ
て
窺
ひ
得
る
様
に
、
大
き

い
有
害
な
結
晶
肥
胞
が
少
し
も
な
い
故
、
組
成
上
か
ら

も
優
秀
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

タ
イ
デ
シ
タ
イ
ト
の
諸
性
質

一
、
絶
縁
鎚
抗
の
比
較

絶
縁
抵
抗
と
温
度
と
の
関
係
は
、

れ
る
電
解
電
導
の
法
則

一
般
に
用
ひ
ら

t'""I 
0 

Pマ

吋 I ~
+ 
じり

に
従
ひ
ま
す
。

此
の
式
で
R
は
絶
縁
抵
抗
、

T
は
絶
封
温
度
、

A、

B
は
常
数
で
あ
り
ま
す
。

二
、
力
率
、
誘
竜
率
及
び
機
械
的
強
度
の
比
較

第
一
表
は
弊
祉
研
究
所
に
於
て
測
定
し
た
値
で
あ

り
ま
し
て
、
第
二
表
は
外
園
の
測
定
値
で
す
か
、
比

較
的
新
ら
し
い
稜
表
な
の
で
、
御
参
考
ま
で
に
併
記

致
し
ま
し
た
。

タ
イ
デ
シ
タ
イ
ト
の
用
塗

現
在
此
の
タ

イ
デ
ン
タ
イ
ト
を
使
用
し
て
居
り
ま

第一表

キ邑 縁 物 | 力王手104tanoI 誘電卒
タイデ、ンタイト 0.3 4.1 

テレックス 0.6 6.4 

Isolantite 0.7 8.4 

Calit 0.77 8.0 

測定周波数 10KC 

ず
も
の
は
、
会

信
用
具
空
管
、

プ
ラ

ワ
ン
管
、

ト
ー
キ

ー
用
ラ

ン
プ
等
の
電
極

隔
離
板
、
特
殊

ア
ン
テ
ナ
碍
子

コ
イ
ル
巻
枠
等

で
あ
り
ま
す
が

其
の
膝
用
方
面

は
無
限
で
あ
り

ま
し
て
、
必
要
に
依
り
任
意
の
形
献
が
製
作
さ
れ

ま
す
が
、
現
在
の
設
備
で
は
長
さ
一
五

O
粍
，
径

五
O
粍
程
度
の
も
の
が
製
作
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

、、首、ザト

3δ
ワ
6

'
 

問
、

3

8

7

'

U

5

4

3

2

1
苦
九
工
会

岬

g
d
q
6
S
4
3

第 二 表

絶縁物 力卒104tano 誘電卒

者古品*品 1.0 4.7 

Ultra Calall 1.0 7.1 

主て広E志F ー国7 1.7 7.0 

無定形7J<'品 1.8 4.2 

Calan 2.8 6.6 

Frequellta 3.0 6.1 

Calit 3.7 6.5 

Quartzgu 5.5 3.9 

Frequelltit 8.0 6.0 

Mvcalex 18.0 8.0 

Hochfrequentztech u. Elektroakustik 

43，156 1934 測定波長 100m， 

定
債
に
つ
い
て
は
別
に
印
刷
物
が
出
来
て
居
り
ま

す
か
ら
、
御
入
用
の
方
は
御
申
越
下
さ
い
。

品、~土
T 

393ζ 

*13 縁 物 耐鹿強!立 切断耐力

タイデ、ンタイト 12，200 kg/cm~ 2，450 kg(cm2 

Calit 9，000-10，000 1/ 1，400-1，600 1/ 

Steatit 8，500-9，500 1/ 1，200-1，400 1/ 

Frequentit 8，500-9，500 1/ 1，200-1，400 1/ 

Isolantite 7，000 1/ 1，200 1/. 

Calan 5，000-6，000 11 ~， 010 1/ 

Calan Spezial 5，000-6，000 1/ 1，200 ' 1/ 

本手11 織器 390-3，900 1/ 

25:. 

度

M 

qa，・c

5旦

.1， 12 /3 

7??C. 637セ S6o'c <79?を

「長ι対 :;ll;_主に li乏ねj

的械機

63フ'c
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mm礼
調
切
払
制
ド
ド
掛
刻
止
?

何

回
~

F
附・

M
見

A
U
-
-
A
H
J
f
h

‘rz
h
r
 

湾
系
ぷ
t
r

一
辺
硯
眼
や
其
の
他
の
眼
病
者
が
年
々
増
加
し
て
ゆ

く
こ
と
は
異
に
愛
ふ
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
小
車
十

校
の
児
童
な
ど
が
眼
鏡
を
か
け
て
ゐ
る
の
を
見
る
と

貫
に
お
気
の
毒
に
存
じ
ま
す
。

「
明
視
論
」
は
T

こ
れ
を
一
日
も
早
く
貫
際
に
謄
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
視
眼
'の
不
幸
を
防
ぐ
こ
と

に
十
分
役
立
つ
の
で
あ
り
ま
す
。

い
っ
た
い
眼
の
保
護
の
矯
め
に
遁
蛍
な
照
明
を
や

っ
て
ゐ
る
家
が
何
軒
あ
り
ま
せ
う
か
?
ま
た
子
供

の
視
力
の
矯
め
に
照
明
の
遁
否
を
考
へ
て
居
ら
れ
る

御
雨
親
が
ど
の
位
あ
り
ま
せ
う
か
。

5
諸
名
士

の
御
感
想
〈
掲
載
御
到
着
服
)

歯
の
や
う
に
痛
む
こ
と
が
な
い
の
で
、
日
々
侵
か

さ
れ
つ
〉
あ
る
視
力
に
つ
い
て
は
割
合
に
無
関
心
な

の
で
せ
う
。
明
観
論
が
各
家
庭
の
常
識
と
な
り
、
明

燈
明
視
運
動
が
商
庇
に
工
場
に
事
務
室
に
旺
ん
な
ら

ん
こ
と
を
切
望
致
し
ま
す
。

州
1
N札
必
附
也
」
俳
ー
役

1
b
t

〆

ん
位
減
少
ω

明
燈
明
規
運
動
は
時
代
の
流
心
に
乗
る
力
強
い
運

動
の
一
つ
で
あ
り
、

A
1

や
電
気
家
と
一
一
般
大
衆
と
が

漸
次
接
近
し
て
生
宇
る
所
の
明
快
な
る
切
結
た
ら
ん

と
し
て
ゐ
る
。
此
の
運
動
に
閥
輿
す
る
者
、
特
に
そ

の
本
来
の
起
原
と
精
榊
と
を
把
握
し
て
、
有
じ
く
も

脱
線
し
な
い
用
意
が
肝
要
で
あ
ら
う
。

編

26 

凱
叩

我
が
園
最
近
の
明
視
運
動
は
ス
タ
ン
ド
の
改
良
運

動
に
柊
始
し
て
ゐ
る
か
の
感
が
あ
る
が
、
之
に
よ
り

て
従
来
よ
り
一
歩
ぬ
き
ん
で
た
所
の
も
の
が
作
り
出

さ
れ
つ
、
あ
る
こ
と
は
、
我
れ
ら
の
快
心
禁
ぜ
ざ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
此
の
.勢
ひ
を
以
て
、
ス
タ
ン
ド
以

外
の
明
硯
燈
器
に
つ
い
て
も
多
数
の
人
々
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
関
心
を
深
く
し
、
異
面
白
な
研
究
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

っ
明
燈
し
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の
照
明
皐
で
説
会
』

牽
く
さ
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
っ
て
、
今
岡
之
に
つ
明
視
L

の
一
一
訟
が
附
加
さ
れ
た
黙
に
千
鈎
の
重
さ
を
加
へ
た

の
だ
。
明
視
論
そ
の
も
の
を
明
視
し
て
進
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。
明
視
皐
寛
メ
シ
の
問
題
で
あ
っ

た
か
な
ど
と
笑
は
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
今
か

ら
充
分
戒
心
し
て
か
〉
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
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四
山
川
却
例
法
制
州
、
と

mm川隊
出
一
閉
山
吋
羽
侃

新

回

輿

ど
ん
な
明
論
卓
設
で
あ
っ
て
も
一
般
大
衆

ω
心
に

鯖
れ
て
、
ピ
ン
と
来
な
い
も
の
は
賓
用
的
に
大
な
る

妓
果
を
期
待
す
る
事
が
出
来
な
い
。
殊
に
電
燈
の
様

な
至
っ
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
、
而
か
も
日
常
生
活
の
必

需
品
と
し
て
、
米
や
味
噌
と
同
様
に
商
は
れ
、
其
の

顧
客
が
凡
ゆ
る
階
級
を
網
羅
し
て
居
る
揚
合
、
彼
等

に
呼
び
か
け
て
其
の
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
、
放
果
を
手

っ
取
り
早
く
呑
み
込
ま
せ
、
直
ぐ
と
賓
行
に
移
さ
う

と
す
る
時
は
、
其
の
掲
け
る
看
板
の
文
字
に
し
て
も

出
来
得
る
限
り
民
衆
に
親
し
み
の
持
て
る
卒
易
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

明
燈
明
視
が
最
初
「
サ
イ
ヱ
ン
ス
・
オ
プ
・
シ

l

イ
ン
ク
」
即
ち
視
る
科
皐
と
紹
介
さ
れ
た
時
、
夫
れ

は
六
ツ
敷
い
理
論
や
公
式
で
充
満
せ
ら
れ
っ
ル
ク
ス
L

ゃ
っ
ル
!
メ
ン
L

の
績
出
に
、
一
般
素
人
の
一
斗
リ
寄

り
付
き
に
く
い
科
皐
の
殿
堂
で
あ
っ
て
、
所
詮
象
牙

の
塔
を
出
で
な
い
吾
々
の
顧
客
に
は
、
凡
そ
綾
の
遠

い
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
た
。

そ
れ
が
明
腕
論
と
な
り
明
燈
明
視
と
な
っ
て
全
く

理
由
刊
が
解
消
し
、
極
め
て
親
し
み
易
い
好
感
が
持

て
、
こ
れ
で
こ
そ
需
用
家
謝
象
の
言
葉
と
し
て
、
此

上
も
な
く
遁
切
有
力
な
も
の
と
な
っ
た
結
果
、
果
然

一
世
を
風
際
し
て
批
観
を
極
め
る
に
至
っ
た
。

明
燈
明
硯
、
其
慮
に
は
何

ω
理
向
間
も
な
く
只
明
る

い
感
じ
の
み
で
、
其
の
言
葉
を
か
み
し
め
る
程
に
底

知
れ
ぬ
味
が
出
て
来
る
o

商
品
を
見
る
客
の
気
分
を

よ
く
し
、
商
品
の
債
格
を
引
き
上
け
、
眼
の
保
健
は

勿
論
、
明
朗
家
庭
の
一
家
圏
壌
た
る
有
様
や
、
或
は

ぐ
ん
ぐ
ん
能
率
の
上
る
工
場
の
場
面
等
々
、
明
燈
明

視
の
お
蔭
に
な
る
色
々
の
光
景
が
、
次
々
に
聯
想
さ

れ
て
愉
快
至
極
で
あ
る
。

更
に
一
歩
を
進
め
て
明
燈
明
視
を
人
生
観
的
に
見

て
、
吾
人
の
生
活
が
明
朗
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
市

し
て
常
に
凡
て
を
正
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
う

云
ふ
風
に
考
へ
る
と
.
明
燈
明
硯
と
云
ふ
言
葉
の
含

蓄
す
る
意
味
が
贋
汎
深
長
で
、
人
生
に
』
廃
す
る
気
持

を
も
多
分
に
表
現
し
得
て
妙
で
あ
る
。

『
)
の
意
味
に
於
て
明
燈
明
視
は
吾
々
民
衆
相
手
の

商
高貝
上
の
表
看
板
と
し
て
、
貫
に
正
々
堂
々
た
る
立

汲
な
而
か
も
結
構
な
も
の
で
あ
っ
て
、
凡
ゆ
る
階
級

の
自
覚
を
促
し
、
途
に
其
の
目
的
を
達
成
し
得
る

と
も
、
近
き
に
あ
り
と
確
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
税
論
仁
就
て

ふ
A
・

ゆ

汗

会

官

肱

米

三

J

酌
剛

何
ん
と
圭
一
口
つ
で
も
明
視
論
が
、
照
度
検
定
器
並
に

照
度
計
の
出
現
と
相
侯
っ
て
、
照
明
の
標
準
を
科
事

的
に
基
礎
付
け
た
功
労
は
淡
す
る
こ
と
が
出
来
な
い

2フ

と
思
ふ
。

明
視
論
は
、
照
明
界
の
今
後
辿
る
べ
き
途
を
明
確

に
教
へ
、
電
燈
事
業
の
進
む
べ
き
目
標
を
明
示
す
る

と
同
時
に
、
園
民
保
健
運
動
と
密
接
な
干
繋
を
有
し

人
生
に
大
な
る
幸
一臓
を
粛
す
も
の
で
あ
る
と
信
宇

る
。
殊
に
電
燈
事
業
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
増
燈
増

燭
上
の
鋭
利
な
武
器
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。

然
し
、
こ
の
武
器
を
上
手
に
使
ひ
こ
な
し
て
、
庚

く
増
燈
噌
燭
の
賓
を
奉
け
る
の
は
、
決
し
て
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
如
何
に
鋭
利
な
武
器
も
.
之
を
使

ひ
こ
な
す
力
が
な
け
れ
ば
、
鈍
器
と
何
等
異
な
る
と

こ
ろ
が
な
い
と
同
様
に
、
明
税
論
が
如
何
に
鋭
利
な

武
器
で
あ
っ
て
も
、
関
係
従
業
員
が
明
視
論
に
謝
す

る
十
分
な
る
認
識
を
紋
き
、
明
燈
明
視
運
動
に
協
力

す
る
古
け
の
用
意
を
有
し
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
妓
呆

は
拳
け
難
い
。

そ
れ
に
は
先
づ
γ

従
業
員
の
教
養
訓
練
が
必
要
で

あ
る
。
直
接
、
需
用
者
に
接
す
る
従
業
員
が
、
明
視

論
の
趣
旨
を
端
的
に
把
握
し
、
然
る
後
に
一
一
般
需
用

者
に
之
れ
が
普
及
を
園
る
と
き
、
始
め
て
そ
の
成
果

は
期
し
て
待
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
。

今
般
の
明
燈
明
視
運
動
は
、
従
来
の
増
燈
増
燭
運

動
と
異
な
り
、
明
硯
論
に
立
脚
し
た
科
事
的
照
明
改

善
運
動
で
あ
っ
て
、
従
量
制
の
比
較
的
普
及
せ
る
所



報新タ守、ヲマ

に
最
も
遁
切
な
る
も
の
が
あ
り
、
需
用
者
に
十
分
納

得
さ
せ
て
、
増
燈
増
燭
を
成
就
す
る
所
に
特
徴
が
あ

る
語
で
あ
る
が
、
一
般
人
に
最
も
早
く
理
解
さ
せ
る

に
は
、
質
物
を
以
て
す
る
に
如
く
は
な
く
、
昭
一
度
検

定
器
と
か
照
度
計
等
の
設
明
材
料
が
一
日
も
早
く
完

備
さ
れ
る
と
共
に
、
低
廉
に
し
て
優
秀
な
る
標
準
照

明
器
具
の
製
作
、

普
及
が
望
ま
し
い
。

叉
、
庚
く
こ
の
運
動
を
徹
底
せ
し
め
る
に
は
、
一

般
の
家
庭
雑
誌
や
大
新
聞
の
家
庭
欄
等
に
、
卒
易
に

明
視
論
を
一
説
明
せ
る
記
事
を
時
々
掲
載
す
る
こ
と
な

ど
も
有
数
な
方
法
で
あ
る
が
、
一
最
も
殻
果
的
な
の
は

園
民
保
健
運
動
と
緊
密
な
連
絡
守
保
ち
、
眼
科
警
の

協
力
を
得
、
視
力
保
護
の
見
地
か
ら
明
燈
明
視
運
動

の
徹
底
に
努
力
す
る
こ
主
で
あ
る
。

明
燈
明
視
運
動
仁
封
干
し
て

k 
~ 

明
燈
明
視
の
知
識
が
普
く
認
識
さ
れ
て
、
そ
の
賓

現
が
大
衆
に
封
じ
て
可
及
的
に
惑
か
に
達
成
さ
れ
る

こ
と
は
、
私
の
念
願
の

一
つ
で
'あ
り
ま
す
。
而
し
て

其
(1) 理
由
と
し
ま
し
て
は

(2) 

本
運
動
を
遁
し
て
園
民
の
精
一
脚
的
、
内
躍
的

保
健
の
進
達

一

本
運
動
を
通
し
て
園
民
に
科
皐
知
識
の
向
上

進
達

の
二
問
題
を
、
我
園
の
永
遠
的
進
展
の
矯
め
に
貫
徹

を
期
し
て
行
く
こ
と
が
、
吾
等
の
責
務
で
あ
る
と
考

へ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ω
の
問
題
は
先
づ
第
一
に
小
園
民
に
謝
し
て
、

是
非
と
も
早
く
徹
底
せ
し
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
わ
ノ

ま
し
て
、
明
燈
明
視
の
問
題
に
閥
奥
せ
ら
れ
る
命
日
枇

と
か
圏
躍
で
、
盛
む
に
活
動
し
て
居
ら
れ
る
現
賦
は

誠
に
喜
ば
し
く
考
へ
ま
す
。

ω
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
常
に
我
園
の

様
な
比
較
的
天
然
資
源
に
恵
ま
れ
ぬ
慮
で
は
、
…

r
y

富
源
の
開
震
を
徹
底
せ
し
む
る
こ
と
が
念
務
で
あ
る

と
考
へ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
智
力
富
源
の
開
護

策
の
開
陳
は
、
此
慮
で
は
蛍
守
得
ま
せ
ぬ
の
で
差
控

へ
ま
す
る
が
、
園
民
を
し
て
科
皐
知
識
の
向
上
を
需

さ
し
め
て
、
園
民
の
頭
脳
を
し
て
・
次
第
に
科
事
的
に

せ
し
め
る
こ
と
は
、
確
か
に
肝
要
な
こ
主
で
あ
り
ま

し
て
、
私
は
こ
の
意
味
に
於
て
本
運
動
の
進
展
を
望

む
者
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
運
動
の
成
就
に
は
幾
多
の
難
閥
が
横
た
は
っ

て
居
り
ま
す
。
直
ち
に
こ
れ
を
巧
妙
な
る
増
燭
運
動

で
あ
り
、
器
具
の
販
賀
運
動
で
あ
る
と
誤
認
す
る
民

衆
が
少
く
な
い
様
で
あ
っ
て
、
百
貨
屈
の
賛
津
品
に

す
考
も
せ
す
し
て
金
銭
を
投
十
る
心
理
と
は
、
飴
程

相
違
が
あ
る
様
に
思
は
れ
ま
す
。

民
衆
が
如
上
の
様
な
誤
認
を
す
る
思
想
を
持
て
る

こ
と
の
責
任
は
、
矢
張
電
気
を
業
と
す
る
も
の
に
あ

り
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
は
れ
ま
す
る
が
、

私
は
一
日
も
早
く
斯
様
な
思
想
が
消
滅
す
る
こ
と
を

邦
家
電
界
の
た
め
に
切
望
致
し
ま
す
。
大
き
な
仕
事

の
達
成
に
は
、
大
な
る
努
力
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

成
果
を
少
し
く
将
来
に
於
て
、
正
し
く
、
強
く
、
選

進
せ
ら
れ
む
甲
)
と
守
希
ふ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

明
燈
明
視
仁
闘
す
ノ
る
ジ
ナ
リ
オ

¥
 

明
観
論
に
諭
擦
を
も
っ
明
燈
明
視
運
動
は
、
図
民
保
健
運
動
で
あ
る
こ
と
は
識
者
の
等
し
く
認
め
ら
れ
る
庭
で
あ

り
ま
す
が
、
と
れ
を
一
般
民
裁
に
徹
底
せ
.し
め
る
に
は
、
一
般
大
衆
に
謝
す
る
宣
俸
を
必
要
と
す
る
と
信
じ
ま
す
。

現
在

の
大
衆
宣
俸
の
方
法
と
し
て
は
、
映
董
或
は
ト
ー
キ
ー
に
よ
る
の
が
尤
も
捷
詮
で
・あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
ま
す

の

で
、
弊
誌
は
査
高
の
愛
読
者
の

御
助
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
希
望
を
達
成
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

擦
っ
て
文
筆
愛
好
の
士
は
奮
っ
て
弊
誌
否
我
が
図
民
の
た
め
に
、
明
視
論
又
は
明
燈
明
視
を
平
易
に
且
つ
興
味
深

く
併
設
す
る
シ
ナ
リ
オ

の
御
寄
稿
を
懇
詩
申
上
ま
す
。
狛
玉
稿
は
弊
誌
編
輯
部
宛
に
御
送
附
を
願
ま
す
。

本
誌
に
掲
載
の
玉
稿
に
劃
し
ま
し
て
は
、
失
離
と
は
存
じ
ま
す
が
薄
謝
を
謹
呈
致
し
ま
す
。

2'8 
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え久
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に

な

か

は

ら

秋

空

に

今

か

消

え

な

ん

山

撲

の

中

腹

か

け

多
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湯
爪
山

高

遠

電

燈

株

式

曾

社

取

締

役

し
落
ち
日
の
光
、
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秋
穴
エ
の
澄
み

の

極

み

に
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れ

雲

青

山

が

ど

に

た

な

び

け
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ム

る

き

に

言

葉

す

く

な

よ、

じ

め

る

秋

雨

に

心

な

-"，.. 

雨

の

話

は

出

で

、

ざ

り

に

け

り

と

ふ

よ

き

月

と

子

等

の

さ

わ

ぎ

に

橡

先

に

立

て

玲

一

瀧

と

す

み

極

ま

れ

る

秋

の

月

ひ

そ

か

に

妻

と

い

む

か

と
也
L

ば

灯

の

庭

に

と

ピ

け

る

に

虫

の

な

き

す

み

徹

る

29 
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欧

米

，、

.. 

.." 

の

サ

イ

JL. 

日召，..、

4ラ

(
其
の
六
)

脚

明

.. _， 

か
ら
こ
〉
に
そ
の
二
つ
を
融
宮
為
し
て
お
自
に
か
け
よ

う
。
第
一
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
サ
イ
ン
で
，
初
.め
に

黒
ン
坊
の
目
玉
が
出
て
、
そ
れ
が
グ
ル
/
¥
廻
っ
て

先
づ
子
供
濯
の
興
味
を
魅
き
つ
け
る
。
そ
れ
か
ら
顔

が
出
て
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
名
前
が
現
は
れ
る
。
こ
の

ベ
ル
リ
ン
に
は
動
く
竜
気
サ
イ
ン
-
か
非
常
に
少
い

日
本
で
も
京
都
は
動
く
サ
イ
ン
を
許
さ
な
い
所
と
し

て
有
名
で
あ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン
も
或
は
そ
ん
な
の
で

は
な
い
か
と
初
め
思
っ
た
が
、
各
方
面
を

見
て
歩
く
う
ち
に
、
や
は
り
動
〈
サ
イ
ン

が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
併

し
そ
の
数
は
非
常
に
少
く
、
随
分
ベ
ル
リ

ン
の
古
代
の
街
を
歩
い
た
が
、
恐
ら
く
そ

ω

教
は
十
箇
を
出
な
い
と
思
は
れ
た
。

併
し
数
『
)
そ
少
い
が
何
れ
も
非
常
に
面

白
く
、
十
六
ミ
リ
の
活
動
案
異
に
大
胆
阻
納

め
て
来
た
。
そ
の
十
六

t
リ
の
フ
ヰ
ル
ム

第一因

ベルリン の 風日産の入口

関

庚
，

30 

重

{
烏
異
を
見
れ
ば
分
る
で
あ
ら
う
が
、
非
常
に
滑
稽
味

の
あ
る
面
白
い
サ
イ
ン
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
ベ
ル
ジ
ル
と
い
ふ
洗
濯
石
鹸
の
康
告

で
、
こ
れ
も
初
め
粉
を
ふ
り
掛
け
て
冷
い
水
を
入
れ

そ
し
て
火
に
掛
け
る
と
、
数
分
で
そ
れ
が
沸
い
て
来

る
。
そ
こ
へ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
よ
う
と
す
る
物
を
入

れ
る
と
、
数
分
に
し
て
そ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
出
来

上
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
、
総
と
文
字
と
で
示
じ

た
も
の
で
あ
.る。

こ
の
や
う
な
面
白
い
電
気
看
板
は
何
度
見
て
も
倦

き
な
い
の
で
あ
っ
て
，
遁
行
く
人
が
必
宇
そ
の
前
に

立
ち
止
っ
て
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

日
本
に
も
黙
減

看
板
は
随
分
あ
る
が
、
唯
千
一遍
一
律
の
黙
減
と
い
ふ

だ
け
で
、
こ
の
や
う
に
形
が
色
々
鐙
る
も
の
は
殆
ど
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Eコ
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回

臼

亡】
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仁コ

仁コ
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週・・

仁コ

Eコ
Eコ

画題函

な
い
の
で
あ
る
。
ど
う
せ
作
る
な
ら
ば
、
こ
の
位
の

物
を
作
っ
た
ら
面
白
い
だ
ら
う
と
感
じ
た
。
而
も
こ

れ
は
設
備
費
は
多
少
掛
る
が
、
経
費
は
問
題
に
な
ら

な
い
位
少
い
の
で
あ
る
か
ら
、
サ
イ
ン
と
し
て
は
斯

う
い
ふ
物
を
作
る
こ
と
が
非
常
に
有
数
で
あ
ら
う
と

私
は
考
へ
る
。

ベ
ル
リ
ン
で
は
ネ
オ
ン
は
飴
り
津
山
な
い
。
オ
ス

ラ
ム
で
聞
い
た
『
)
と
で
あ
る
が
、

一
時
ネ
オ
ン
が
流

行
つ
に
が
、
今
は
既
に
峠
を
越
え
て
下
火
と
な
り
、

並
日
遁
の
サ
イ
ン
が
段
々
と
殖
え
て
行
く
と
い
ふ
話
で

あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
園
民
性
か
ら
考
へ
て
も
.
ネ
オ

ら
う
と
思
ふ
。

ン
の
や
う
な
も
の
が
き
う
津
山
に
は
な
ら
な
い
で
あ 仁コ

E斗

ζ1 

仁コ

仁ヨ

仁ヨ

仁コ

ロ
仁】

ロ
回

Eヨ

p骨l

仁ゴ

ロ

仁ゴ

仁1

C::J 

匡ヨ

[司

Eコ

医ゴ
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引かl

ロ

EJ 

RF司
仁コ

仁コ

仁ゴ

Q 

こ
の
前
に
、
ア
メ
リ
カ
で
童
問
の
ネ
オ
ン
が
津
山

知
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
を
書
い
六
か
、
ベ
ル
リ
ン

に
於
て
も
董
聞
の
ネ
オ
ン
が
多
少
あ
る
。ム
ん
も
、
ベ
ル

リ
ン
と
い
ふ
所
は
非
常
に
電
気
の
節
約
を
す
る
所
で

あ
っ
て
、
家
の
中
に
於
て
も
要
ら
な
い
竜
燈
は
ピ
チ

/
¥
消
す
し
、
シ
ョ

1
・
ク
イ
ン
ド
ー
で
き
へ
賠
滅

の
時
刻
に
深
き
注
意
を
梯
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
や
う
な

有
様
で
あ
る
か
ら
、
ネ
オ
ン
も
全
部
が
聾
間
結
い
て

も
見
受
け
ら
れ
た
。

ゐ
る
と
い
ふ
一
一
時
で
は
な
い
が
、
多
少
量
且
問
の
ネ
オ
ン

所
が
さ
う
な
る
と
そ
の
教
は
少
い
な
が
ら
も
、

重

間
耽
耐
火
さ
れ
て
ゐ
る
ネ
オ
ン
-
か
非
常
に
目
立
っ
て
、

例
へ
ば
ウ
ン
テ
ル
デ
ン
リ
ン
デ
ン
の
大
遁
わ
を
見
通

Eヨ

匡ヨ

[;i[] 

11m 

.ーーーーーーーーーーーーーーーー

tヨ

堕ヨ

儲

~=-

-ー-• 
宅~li剛・iI

Eヨ

Q 

仁ヨ

B 

仁ヨ

-・
巴

o 
Eゴ

仁】

Persi¥ 

.一一一一l

ib骨目

EJ 

仁ゴ

r:::J 

仁ゴ

り
し
た
。

亡ゴ仁ヨ
Eコ

EJ 

し
た
時

に
、
二

つ
ば
か

Eコ

回目

辺…-

わ
t
t
f

ォ

仁ヨ

ン
が
董

間
賠
い

Eヨ

回

o 

て
ゐ
て
、
そ
れ
が
大

愛
な
目
印
に
な
り
、

そ
こ
か
ら
何
軒
目
と

か
、
そ
の
向
側
と
か

い
っ
て
人
に
遁
を
教

へ
た
り
教
へ
ら
れ
た

前
に
書
い
た
ロ
ー
ダ
、
E

ン
の
臨
服
用
が
街
に
も

一
ツ

見
受
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
或
家
の
軒
先
に
大
き
な
看

板
が
出
て
居
っ
て
、
そ
れ
に
ナ
ト
リ
ク
ム
・
ラ
ン
プ

め
投
光
照
明
が
設
備
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ナ

ト
リ
ク
ム
特
有
の
黄
い
光
で
一
面
に
明
る
く
看
板
が

照
さ
れ
て
居
っ
た
が
、
そ
の
文
字
が
異
赤
で
あ
る
。

併
し
私
は
ピ
ラ
ニ

!
の
研
究
室
で
見
た
か
ら
驚
か
な

か
っ
た
。
こ
の
看
板
の
長
さ
約
四
十
米
で
ナ
ト
リ
タ

ム
@
ラ
ム
プ
も
二
十
五
箇
賭
け
で
あ
っ
た
。
ナ
ト
リ

ワ
ム
@
ラ
ム
プ
の
妓
率
。
ぞ
考
ヘ
る
な
ら
ば
、
如
何
に

素
晴
ら
し
い
投
光
照
明
で
あ
る
か
想
像
出
来
る
だ
ら

ぅ
。
市
も
こ
れ
は
建
物
の
照
明
で
な
く
し
て
看
板
の

3.1. 
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照
明
で
あ
る
か
ら
、
如
何
に
大
き
く
て
素
晴
ら
し
い

看
板
で
あ
る
か
ぽ
分
る
花
ら
う
。

街

路

日召..‘、

明

ド
イ
ツ
が
電
力
の
経
費
を
節
約
す
る
と
い
ふ
精
一柳

の
強
い
こ
と
は
、
そ
の
街
燈
に
於
て
一
番
能
く
見
ら

れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
街
燈
は
遁
路
面
の
妓
率
と
い
ふ

こ
と
を
極
端
に
考
へ
て
設
計
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故

に
ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
見
ら
れ
る
や
う
な
柱
頭
式
は

一
ツ
も
な
い
。
皆
下
へ
向
い
て
居
っ
て
、
大
き
な
笠

が
付
い
て
遁
路
面
だ
け
を
明
る
く
昭
一
し
て
居
る
。
少

し
小
さ
い
遁
路
に
な
る
と
セ
ン
タ
ー
・
サ
ス
ペ
ン
シ

ョ

ン
で
あ
る
。
外
観
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
第
二
に
し

て
、
光
の
殺
率
だ
け
を
極
端
に
考
へ
て
居
る
。
所
が

が
三
人
来
て
、
そ
し
て
長
い
梯
子
の
付
い
た
車
を
持

32 

照
明
皐
の
教
へ
る
遁
り
、
斯
う
一
い
ふ
街
路
照
明
は
必

然
的
に
建
物
の
上
の
方
が
一
暗
く
な
る
。
故
に
遁
路
を

見
渡
し
た
時
に
、
そ
の
遁
路
が
非
常
に
陰
慢
な
感
じ

っ
て
来
て
、
ア
1

ク
燈
の
そ
ば
へ
立
て
、
居
る
。

人
は
そ
の
梯
子
の
一
番
上
に
登
っ
て
掃
除
を
し
、

人
は
下
の
箱
の
中
で
何
か
し
て
ゐ
る
。

を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
に
ア

l
ク
の
取
換
へ
を
始
め
た
り
色
々

所
が
ド
イ
ツ
の
街
燈
で
一
ツ
縫
い
た
の
は
、
ア
ー

ク
燈
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
・
4

ん
も
ア

l
ク
燈

の
こ
と
を
し
て
、
結
局
一
ツ
の
街
燈
の
掃
除
に
二
十

分
掛
っ
た
。
こ
れ
は
可
な
り
大
き
な
労
力
の
浪
費
だ

と
思
ふ
。
ド
イ
ツ
の
や
う
な
能
率
を
重
ん
宇
る
主
地

に
し
て
は
少
し
不
思
議
と
思
っ
た
。
こ
の
有
様
を
人

に
話
し
た
ら
.
今
ド
イ
ツ
で
は
失
業
者
が
殖
え
る
の

で
、
こ
れ
は
失
業
救
済
の
一
ツ
の
方
法
と
し
て
、
こ

ん
な
非
能
率
的
の
こ
と
を
や
っ
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ

こ
と
で
ーあ
っ
た
。

は
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
宇
他
に
も
あ
っ
た
が
、
特
に
こ

の
ベ
ル
リ
ン
に
多
い
や
う
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。
私

は
霊
間
ベ
ル
リ
ン
の
街
そ
歩
い
て
居
っ
た
時
に
、
偶

然
に
ア

l
ク
燈
の
街
燈
の
掃
除
や
し
て
ゐ
る
所
へ
ぶ

つ
か
っ
て
、
面
白
い
所
へ
来
た
も
の
充
と
思
っ
て
、

静
か
に
そ
の
掃
除
の
仕
方
を
見
て
居
っ
た
が
、
工
夫

新

国2

建

築

チョコレートのサイン

ド
イ
ツ
に
来
た
ら
新
興
建
築
が
津
山
見
ら

れ
る
だ
ら
う
と
議
期
し
て
居
た
の
に
、
町
を

あ
る
い
て
も
さ
っ
ぱ
り
見
蛍
ら
ぬ
。

留
皐
の
建
築
の
先
生
に
た
づ
ね
た
ら
「
新

興
建
築
は
日
本
が
一
番
多
い
だ
ら
う
し
と
云

は
れ
た
。

第三園

寸
こ
ち
ら
で
は
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
新
興
建
築
を

禁
止
し
て
居
て
、
以
前
は
新
興
建
築
ば
か
り

見
て
歩
く
乗
合
も
あ
っ
た
が
今
は
な
い
、
郊

外
に
ア
パ
ー
ト
の
集
圏
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
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を
見
せ
て
あ
け
ゃ
う
し
と
日
曜
日
に
案
内
し
て
く
れ

た
。
第
四
国
は
此
時
の
ス
ナ
ッ
プ
で
、
ア
ー
ク
燈
の

後
方
が
新
ら
し
い
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
。

料

理

庖

の

‘日召

明

オ
ス
ラ
ム
の
人
が
料
理
庇
を
見
せ
て
や
ら
う
と
い

ふ
の
で
.
方
々
の
料
理
庇
に
案
内
さ
れ
た
。
色
々
な

面
白
い
照
明
が
津
山
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
一
番
印

象
に
残
っ
て
ゐ
る
の
は
、
プ
ァ
タ
1

ラ
ン
ト
と
い
ふ

食
堂
で
あ
る
。
こ
〉
は
ナ

ン
ピ
ン
ス

キ
!
と

い
ふ
大

き
な
料
理
庄
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
の
料
理
庇
の
客

第四園ベルリン郊外のアパート

〈梯子はア ーク 取換 j目〉

席
の
窓
が
パ
ノ
ラ

マ
に
な
っ
て
居
っ
て
、
そ
の
パ
ノ

ラ
マ
が
色
々
に
照
明
が
愛
化
す
る
の
で
あ
る
。

ア
l
、
エ

l
、
グ

l
で
見
た
の
と
同
じ
ゃ
う
に
、
初

め
朝
の
景
色
が
出
て
来
て
、
そ
れ
か
ら
段
々
と
童
に

な
り
、

信一
ー
が
出
て
暴
風
雨
に
な
っ
て
、
叉
晴
れ
て
，

そ
れ
か
ら
夜
に
な
っ
て
湖
水
を
渡
る
汽
船
や
村
々
の

家
に
も
燈
が
結
い
て
、
非
常
に
美
し
い
景
色
に
な
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
暴
風
雨
の
時
に
は
本
物
の
雨
を

上
か
ら
降
ら
せ
て
、
客
席
の
窓
な
ど
に
ピ
チ
ヤ
/
¥

水
が
は
ね
た
の

に
は
明
か
驚
い
た
。

丁
度

斯
う
い
ふ
や
う
な
パ
ノ
ラ
マ
を
見
な
が
ら
食
事
を

し
、
叉
中
の
方
で
は
ダ

ン
ス

や
レ
ヴ
ユ
!
の

や
う
な

も
の
も
や
っ
た
り
し
て
中
々
賑
か
で
、
そ
の
客
の
中

に
い
か
め
し
い
ナ
チ
の
服
装
を
し
た
軍
人
な
ど
が
、

女
の
子
を
連
れ
て
来
て
居
る
の
が
あ
っ
た
り
、
中
々

面
白
い
光
景
が
見
ら
れ
た
。

交
司
週

整

理

と

地

下

2蓑

ベ
ル
リ
ン
の
交
遁
も
や
は
わ
他
と
同
様
、
自
動
車

と
電
車
と
地
下
銭
と
乗
合
で
あ
る
。
成
、
べ
く
自
動
車 フアー タ {ラン卜 の ノぐノラマ
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第六固
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を
利
用
し
て
電
車
や
地
下
鍛
で
、
ま
ご
つ
い
て
頭
を

使
ふ
な
と
膏
者
か
ら
奨
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
，
た
ま

に
は
乗
っ
て
見
な
い
と
話
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
日

本
人
に
能
く
訊
い
て
は
地
下
織
に
時
々
乗
っ
た
。
地

下
織
の
電
車
の
照
度
を
計
っ
て
見
た
所
が
約
六
十
ル

ク
ス
で
あ
っ
た
。

ニ
れ
か
ら
パ
リ

l
や
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
織
も

計
っ
て
行
か
う
と
思
ふ
の
で
、
そ
の
比
較
の
需
に
相

蛍
正
確
に
計
っ
た
積
り
で
あ
る
が
、
何
分
竜
区
白
慨

が
規
定
通
り
あ
る
の
か
ど
う
な
の
か
分
ら
な
い
の
が

ち
ょ
っ
と
心
細
い
。
照
明
の
装
置
も
色
々
の
型
の
も

の
が
あ
る
が
、
や
は
り
雨
側
に
付
い
て
居
っ
て
、
腰

掛
け
て
居
ゐ
人
が
本
を
一
読
む
の
に
充
分
考
慮
が
梯
は

れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
流
石
に
ド
イ
ツ
花
と
思
っ
た
。

照
明
器
具
は
左
程
立
汲
で
は
な
い
が
、
光
線
の
採

り
方
は
合
理
的
に
出
来
て
居
る
。
停
車
場
な
ど
も
所

々
建
築
化
照
明
を
使
っ
て
縞
麗
な
所
も
あ
っ
た
が
.

明
る
さ
は
決
し
で
明
る
く
な
い
。

自
動
車
の
交
通
整
理
は
ア
メ
'リ
カ
で
は
日
本
と
同

じ
ゃ
う
な
信
競
燈
を
使
っ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
ベ
ル

リ
ン
で
は
小
さ
な
島
が
四
ツ
角
の
ま
ん
中
に
あ
っ
て

そ
れ
を
グ
ル
/
¥
廻
る
や
う
に
な
っ
て
居
ゐ
。
日
本

で
も
近
頃
東
京
で
こ
の
島
が
方
々
へ
出
来
た
が
、
何

れ
も
非
常
に
大
き
い
。
所
が
ベ

ル
リ
ン
で
は
直
径
一

メ
ー
ト
ル
位
の
小
さ
な
島
で
、
こ
れ
で
非
常
に
う
ま

く
整
理
さ
れ
て
居
る
。

又
そ
の
島
以
外
に
日
本
や
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
ゃ
う

に
交
遁
信
競
燈
一
も
結
い
て
居
る
。
こ
の
信
競
燈
は
間

く
所
に
依
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
警
察
署
に
全
部
が
統

一
さ
れ
て
居
っ
て
、
そ
の
警
察
署
の
中
で
青
と
赤
を

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
居
る
の
だ
さ
う
で
あ
る
。

大
健
一
サ
イ
ク
ル
が
四
十
秒
で
あ
っ
て
、
先
づ
遁

山
口
問
の
や
う
に
思
は
れ
た
。

日
本
を
後
つ
前
に
我
祉
の
伊
藤
技
師
か
ら
ピ
ッ
ツ

パ
l
グ
で
、
や
は
り
こ
の
統
一
式
の
整
理
を
や
っ
て

居
る
か
ら
、
そ
の
機
械
を
見
て
来
て
呉
れ
と
言
は
れ

た
の
で
あ
る
が
、
ど
ラ
も
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
に
は
蹄
り

に
も
寄
れ
き
う
も
な
い
の
で
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
の
警

察
署
の
も
の
を
見
せ
て
貰
は
う
と
思
っ
た
が
、
ど
う

し
て
も
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
見

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

向
ほ
ベ
ル
リ
ン
の
交
通
整
理
は
こ
の
他
に
、
い
か

め
し
い
服
装
を
し
た
巡
査
が
津
山
あ
た
っ
て
居
る
。

日
本
と
遣
っ
て
外
園
の
巡
査
は
大
き
い
の
で
、
非

常
に
能
く
目
立
つ
か
ら
交
通
整
理
に
は
持
っ
て
来
い

で
あ
る
が
、
そ
の
代
り
如
何
に
も
多
勢
で
や
っ
て
居

る
や
う
な
感
じ
が
し
て
、
こ
の
進
ん
だ
科
皐
-文
明
の

園
に
は
相
臆
し
か
ら
ぬ
や
う
に
思
は
れ
た
が
、
能
く

訊
い
て
見
ゐ
と
、
こ
れ
も
一
つ
の
失
業
救
済
の
現
は

れ
だ
と
い
ふ
や
う
な
話
で
あ
っ
た
。

戸、

の
'番

地

標

)a.. 

リ
.. 
.;; 

外
園
で
は
家
の
前
に
番
地
だ
け
が
書
い
で
あ
っ
て

名
前
は
か
い
て
な
い
の
が
多
い
、
だ
か
ら
家
を
探
す

に
も
番
地
を
忘
れ
た
ら
も
う
お
し
ま
い
で
あ
る
。

然
し
日
本
と
ち
が
っ
て
番
地
が
一
軒
ご
と
に
整
然

と
順
序
遁
り
つ
い
て
居
る
か
ら
、
番
地
だ
け
き
け
ば

も
う
大
館
ど
の
遊
か
と
云
ふ
見
蛍
は
す
ぐ
に
つ
く
。

特
に
大
き
く
か
い
で
あ
る
か
ら
、
自
動
車
で
走
り

な
が
ら
は
っ
き
り
見
え
て
、
車
を
下
り
て
き
い
た
り

門
標
を
の
ぞ
い
た
り
す
る
必
要
は
な
い
。
特
に
ベ
ル

リ
ン
で
は
は
っ
き
り
し
て
居
る
。
中
に
は
竜
燈
装
置

で
夜
も
は
っ
き
り
見
え
る
や
う
に
な
っ
て
居
る
の
も

あ
る
。
薄
一階
い
住
宅
街
路
に
照
明
さ
れ
た
番
地
標
…
に

け
が
、
明
る
く
な
ら
ん
で
居
る
の
も
、
中
々
気
持
ち

の
い
〉
も
の
で
あ
る
。

東
京
で
も
近
く
徹
底
的
に
番
地
改
正
が
行
は
れ
る

と
か
聞
く
が
、
今
の
や
う
に
同
番
地
の
家
が
十
軒
も

二
十
軒
も
あ
っ
た
り
、
ま
た
順
序
が
出
た
ら
め
に
な

っ
て
居
る
の
を
改
正
し
て
、
か
う
ゅ
う
風
に
整
然
と

し
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
街
燈
の
少
な
い
住

宅
街
路
で
は
、
特
に
番
地
標
或
は
門
標
に
必
宇
照
明

を
施
こ
す
こ
と
を
忘
れ
な
い
や
う
に
し
た
ら
、
ど
の

位
便
利
で
あ
り
、
ま
た
自
動
車
の
ガ

ソ
リ
ン
消
費
量

も
少
な
く
て
す
む
、
」
と
で
あ
ら
う
か
。¢ ， 
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第
十
八
同
照
明
講
習
舎
の
記

宿
来
紫
、
早
大
戸
塚
球
場
、
グ
ラ
ン
ド
ギ
ン
ザ
、

東
京
市
内
の
照
明
(
上
野
l

浅
草
l

銀
座
)
松
竹

蒲
田
撮
影
所
、
目
黒
雅
叙
園
、
等
々
力
ゴ
ル
フ

揚
、
電
気
奨
働
館
、

例
年

ω如
く
今
年
も
十
月
に
照
明
講
習
曾
を
聞
き

ま
し
大
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
吠

ω通
わ
で
あ
り
ま
す
。

第 第 第 第 第 第 第
七 ーn、 豆E 四 一 一 一一EI EI 1::1 日 ' 日 日 EI 
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照

明

視

察

築
地
本
願
寺
、
東
京
朝
日
新
聞
社
、
新
議
事
堂
、

帝
園
ホ
テ
ル
、
フ
ロ
リ
ダ
@
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
山

王
ア
イ
ス
・
ス
ク
!
ト
揚
、
共
同
建
物
ピ
ル
、
新

参
加
命
日

ロ貝

芳

名

(
略
敬
稀
)

男幹

ヲfr

)l~き

伊
香
保
町
営
設
電
所

王
子
電
気
軌
道
曾
祉
工
務
課

五

ち豆
長司L

山疋矢隈植一日同井内日i
 
l
 

--aaノ津大
河
内
田
中

赤山中小森佐

口木フロ野田橋山尾置上田間旧野村島

士口幸秀睦醐--"'i!.. ，忠茂儀士口嘉
兵
衛

辰範義浩憲

直卒

孫泰彦長

孝;競

樺
太
電
気
命
日
祉
落
合
皆
業
所

関
東
州
一
勝
校
順
民
政
選
電
気
係

也夫六

九
州
水
力
電
気
・
直
方
管
業
所

同

中
津
営
業
所

九
州
電
気
軌
道
・
小
倉
営
業
所

雄

同

営
業
部

正

熊
本
電
気
合
自
社
島
原
管
業
所

男

同

管
業
課

京
域
電
気
曾
社
管
業
課
営
業
係

同

管
業
課
係
務
係

1台

静
岡
市
電
気
部

信
濃
電
気
曾
祉
須
坂
出
張
所

同

上
町
支
出
技
術
係

即J

仙
喜
市
電
気
水
温
事
業
部
電
気
課

高
岡
電
燈
。
営
業
課
第
一
電
化
係

中
部
電
力
曾
枇
管
業
課
管
業
係

即〕重

多
治
見
営
業
所
管
業
係

同

干百

豊
橋
管
業
所
管
業
係

同

雄

朝
鮮
瓦
斯
電
気
株
式
曾
祉

r ， 
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B罰渡卒野手1:: 須
/令

山

中稲相P放揮

潔

東
京
市
電
気
局
電
燈
謀

漣

東
京
電
燈
株
式
曾
社
営
業
課

手火

林

雄

東
邦
電
力
株
式
曾
社
営
業
課

武

ιl 

久

大
牟
田
支
広
工
務
係

名
古
屋
支
庖
管
業
課
普
及
係

同

里子
市

大

二郎松次繁雄

正

同同

名
古
屋
支
庖
中
部
管
業
所

葉西

型、

同

福
岡
支
庖
営
業
課

竹

東
部
電
力
株
式
曾
祉
茨
城
支
庖

南
海
織
這
株
式
曾
社
営
業
部

主主

敬

日
本
海
電
気
株
式
曾
枇
検
査
係

田

達

日
本
電
力
。
平
塚
営
業
所
管
業
係

閉舎の高歳〈東京電気合枇玄閥前にて〉

村

雄郎

阪
紳
電
車
・
電
気
課
商
品
係

阪
紳
念
行
電
気
織
蓮
株
式
命
日
社

演越

洋信豊輝

民
島
電
気
株
式
曾
社
央
営
業
謀

飛
騨
電
燈
株
式
曾
祉

日
下
部井牛

叶

a
'京
q

卓聴

筒ー

同

蹟
島
東
支
庖
管
業
課

中

第十八同;!照明講習合記念撮彰

T野橋尾原
書 瀧

築常清岩
三大
蔵'郎文郎葉郎

福
島
電
燈
株
式
曾
枇

小大
河
内

五

同

松藤

平
壌
府
電
気
課
大
同
門
管
業
所

北
海
水
力
曾
枇
・
札
幌
叫
営
業
部

小
一樽
支
庖
管
業
課

宮
山幸

同満
洲
電
業
・
管
業
部
業
務
課

て
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室

力t

管
口
支
庖
管
業
係

宇
一
郎

美
能
理

安
太
郎

今
岡
の
講
習
舎
も
今
春
の
舎
の
や
う
に
明
視
論
争
}

主
題
と
し
ま
し
た
。
前
向
は
準
備
が
十
分
で
な
か
っ

た
の
で
、
御
期
待
は
づ
れ
の
感
を
も
た
れ
た
方
も
あ

っ
た
と
存
じ
ま
す
が
、
今
岡
は
前
向
よ
り
も
大
分
御

牧
獲
が
あ
っ
た
事
と
思
ひ
ま
す
。
特
に
東
京
電
燈
命
日

祉
の
市
川
技
師
が
東
電
に
於
け
る
責
際
運
動
の
妓
果

に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
下
す
っ
た
事
と
、
宇
都
宮

同

塚

恰
一麹
長
支
庖
営
業
係

田

同

阿IJ

山
口
脇
電
気
局
監
理
課

同

博
士
の
眼
の
お
話
.
世
に
照
明
事
曾
主
催
の
明
腕
論

ω座
談
命
日
に
於
け
る
曾
員
の
方
々
の
御
意
見
の
護
表

と
は
、
特
に
有
盆
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

来
春
も
一
屠
明
硯
論
を
徹
底
し
た
曾
に
し
た
い
と

存
じ
ま
す
が
、
明
視
論
、
明
視
論
と
騒
い
で
も
、
之

築地本願寺にて

は
別
に
愛
っ
た
も
の
と
云
ふ
わ
け
で
は
な
く
、
よ

き
あ
か
り
と
云
ふ
も
の
に
今
ま
で
よ
り
も
科
皐
的

に
確
か
な
基
礎
が
き
づ
か
れ
た
と
云
ふ
だ
け
で
、

将
来
は
之
が
あ
た
り
前
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
ふ

べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
ま
せ
、
フ
。
そ
し
て
賂
来

の
照
明
は
よ
り
科
事
的
に
人
生
を
幸
福
に
な
ら
し

め
る
も
の
と
な
る
で
せ
う
。

話
が
思
は
宇
脱
線
し
ま
し
た
が
、
明
視
論
は
そ

の
位
に
し
て
、
き
て
講
習
舎
の
見
皐
は
例
の
遁
り

盛
り
津
山
、
第
一
同
目
は
正
午
か
ら
始
ま
っ
て
夜
十

時
の
解
散
ま
で
約
十
個
所
を
見
皐
し
て
ま
は
っ
た
の

共同建物ピル 電「気 百貨応にて

3'8 

朝日新聞社屋上にて

で
あ
り
ま
す
が
、
東
京
市
内
百
け
の
免
肢
を
も
っ
た

乗
合
自
動
車
が
六
郷
川
を
こ
え
て
川
崎
ま
で
来
大
『
)

と
が
交
通
巡
査
に
見
つ
か
り
、
そ
の
た
め
約
四
十
分

出
設
が
お
く
れ
、
こ

ω
お
く
れ
を
と
り
か
へ
す
た
め

一
生
懸
命
に
方
々
で
念
い
だ
の
で
す
が
、
ど
う
し
て

も
と
り
か
へ
せ
宇
止
む
な
く
最
後
の
巡
同
に
浅
草
下

車
を
中
止
し
て
、
解
散
時
刻
だ
け
守
合
せ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
徐
り
時
聞
を
ぎ
り
ノ
¥
に
切
り
つ
め

て
お
く
と
、
か
う
ゅ
う
揚
合
に
は
因
り
ま
す
。

係
員
が
先
き
へ
ノ
¥
へ
と
先
稜
し
て
四
十
分
遅
れ
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た
こ
と
の
御
詑
び
を
云
ふ
一
に
け
で
も
一
苦
第
で
す
。

此
突
か
ら
は
も
少
し
ゆ
っ
く
り
し
ま
せ
う
。
(
開
)

照

明

講

習

舎

の

感

想

今
度
の
照
明
講
習
命
日
の
末
席
を
汚
し
ま
し
て
、
そ

ω柊
了
す
る
に
雷
、
り
、
何
か
感
想
と
の
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
不
宵
私
如
き
者
が
何
も
申
し
上
け
る
こ

と
が
な
い
筈
で
あ
り
ま
す
。
只
々
崇
高
な
諸
先
生
の

御
講
義
と
、
所
謂
一
流
所
の
硯
察
見
皐
に
、
自
己
陶

酔
す
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

街
そ
れ
に
今
夏
日
誌
を
繰
り
地
掛
け
て
振
り
返
る
ま

朝日新聞枇 屋 上にて

〈中央は昨年兇漢のため負傷せられし松山万太郎氏〉

で
も
な
く
、
完
全
百
パ
ー
セ
ン
ト
快
晴
に
恵
ま
れ
た

の
は
、
常
日
頃
皆
ん
な
が
揃
っ
て
心
掛
け
が
ィ
、
か

ら
だ
と
.
ホ
メ
ら
れ
て
見
れ
ば
、
猶
更
の
こ
と
愉
快

を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
一

つ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
賓
は
今
岡
の
御
講
義
に
於
て
も
、
前
同
と

同
様
明
視
論
守
主
憶
と
し
た
プ
ロ
で
進
行
し
た
様
で

あ
り
ま
す
か
、
地
方
T
は
未
百
主
客
共
に
、
甚
だ
遺

憾
で
は
あ
る
が
徹
底
し
て
居
ら
な
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
と
存
じ
ま
す
。
新
皐
設
が
生
れ
た
ら
し
い
か

ら
少
し
勉
強
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
位
の
程
度
で
、
況
ん
や

牒
民
階
級
の
需
用
家
大
衆
で
は
、
二
三
の
新
聞
で
そ

ん
な
こ
と
ら
し
い
の
を
チ
ヨ
ッ
ト
覗
い
た
位
の
朕
態

で
あ
る
・ま
い
か
、
と
思
ふ
て
居
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
今
度
貫
際
に
明
燈
明
視
の
旺
盛
な
る
こ
と
を
奔

聴
奔
見
致
し
ま
し
て
、
既
に
早
く
も
相
暗
回
の
賓
績
を

暴
け
た
と
の
こ
と
の
み
な
ら
や
ノ、
勝
来
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
巡
進
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
こ

ω
一
路
を

辿
る
よ
り
他
は
な
い
と
、
漸
く
悟
っ
た
の
が
偽
は
ら

な
い
心
境
な
の
で
あ
り
ま
す
。

東
京
電
燈

ω
市
川
様
が
お
仰
せ
ら
れ
た
明
燈
明
視

は
、
濁
り
電
気
屋
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
園
民
全

睦

ω
保
健
上
映
く
可
か
ら
ざ
る
案
件
と
し
て
、
明
視

運
動
を
あ
ら
ゆ
る
機
関
を
遁
じ
、
枇
曾
に
向
っ
て
高

調
す
る
必
然
性
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
と
申
さ
れ
た

こ
と
は
、
甚
だ
生
意
気
な
申
分
で
は
あ
る
が
、
頗
る

我
が
意
を
得
た
も
の
と
信
じ
ま
す
。
教
育
的
方
面
か

39 

ら
の
児
童
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
線
、
べ
て
の
婦
人

曾
に
機
命
日
あ
る
毎
に
呼
び
か
け
、
又
は
新
聞
雑
誌
で

先
づ
以
て
、
母
と
子
供
、
主
婦
と
家
族
に
最
も
理
解

さ
せ
る
の
が
、

一
番
家
庭
的
に
徹
底
す
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
と
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
或
る
程
度
の
普
及
す
る
ま
で
は
、
電
気
事

業
者
側
と
、
需
用
家
の
主
人
た
る
べ
き
者
に
は
、
飴

り
目
標
を
置
か
宇
関
心
を
持
た
せ
な
い
の
が
、
む
し

ろ
誤
解
の
源
を
遺
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考

へ
ら
れ
ま
す
、
無
論
電
気
事
業
は
内
焼
白
熱
化
し
て

居
る
に
は
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
貫
地
視
察
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
幹

線
遁
路
又
は
盛
揚

ω街
路
照
明
燈
、
庚
告
サ
イ
ン
等

が
非
常
に
立
仮
な
の
は
、
異
に
お
う
ら
や
ま
し
き
限

り
で
あ
り
ま
す
。
然
し
地
方
で
は
庚
止
口
債
値
や
そ

ω

他
種
々
の
経
済
的
関
係
か
ら
、
大
き
な
贋
告
燈
は
仲

々
難
か
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
そ
れ
ん
¥
に

遁
臆
し
た
意
味
で
、
看
板
照
明
と
ワ
イ
ン
ド
照
明
に

街
底
舗
内
の
照
明
を
加
へ
た
卸
ち
応
頭
と
庇
内
を

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
し
た
遁
蛍
な
照
明
の
バ
ラ
ン
ス
を
欲

し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

山
川
そ
れ
に
関
聯
し
て
街
の
美
観
を
飾
る
街
路
照
明

の
結
構
に
就
い
て
、
訓
へ
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば

此
の
上
も
な
い
幸
ひ
と
存
じ
ま
す
。

(
A
K
M
生〉
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製

E耳
目ロ

露
出
型
マ
ツ
ダ
・
コ
ン
セ
ン
ト
(
一

O
A
)

一
O
ア
ム
ペ
ア
露
出
型
マ
ツ
ダ
。
コ
ン
セ
ン
ト
(
型

録
番
競
二
五
六
五
〉
の
カ
バ
ー
は
漆
黒
の
-
ア
コ
ラ
イ

:d-. 
ニ1:0.

で
あ
り

""'" 
フ、

は
純
白

ー の
箇 l絢
器
O 製
.図で

ーあ の且優てと其るト
四る黙っ美非相 0) か製
。は絶で 常侯形 らで
安縁、につ妹、あ

露 出型マツダコンセント

(10アムペア〉

定
債

埋
込
型
マ
ツ
タ
・
コ
ン
セ
ン
ト
(
二
O

A
〉

番
銃
二
五
四
一
二
)
は
一
ア
コ
ラ
イ
ト
製
品
で
あ
る
か
ら

絶
縁
は
完
全
、
且
つ
重
さ
は
軽
く
、
特
に
内
部
の
導

韓

ω材
質
、
構
造
か
優
秀
で
あ
る
の
で
、
耐
久
力
は

極
め
て
大
き
い
。
三
方

ω
承
口
の
全
部
を
同
時
に
利

二
O
ア
ム
ペ
ア
埋
込
型

ω
マ
ツ
ダ

。
コ
ン
セ
ン
ト

〈
型
録
番
競
二
八
九
五
〉
は
一
ア
コ
ラ
イ
ト
製
で
あ
る

トリツ 70 )レタツフ。

(20アムペア〉

ダ

ベ

ノ

ッ

ト
マ

ン

へ

型
セ
ー

込
ン
ト
ー

坦

コ

ο

か
ら
絶
縁
良
好
で
あ
っ
て
、
形
肱
優
美
、
極
め
て
軽

量
で
あ
る
。

こ
れ
に
使
用
さ
れ
る
プ
レ

ー
ト
は
一

O

ア
ム
ペ
ァ
。
コ
ン
セ
ン
ト
の
も
の
と
共
遁
で
あ
る
か

用
す
る
揚
合
に
は
、
合
計
し
て
一

O
ア
ム
ペ
ア
迄
は

使
用
出
来
る

ω
で
あ
る
。

ら
一
唐
便
利
で
あ
る
。

ハチr
出

0 
.図

JL 

定
債

0 
e fi'll 

四
四

定
債

一
箇

ヴ

ダ

分

電

盤

用

器

具

マ

ト
リ
ッ
プ
ル
・
タ
ッ
プ

分
電
盤
を
用
ゐ
る
揚
合
は
、
大
抵
将
来
の
増
設
を

強
想
さ
れ
る
か
ら
、
ユ
ニ
ッ
ト
何
箇
分
か
の
ス
ペ
ア

一
O
ア
ム
ペ
ア
の
ト
リ
ッ
プ
ル
・
タ
ッ
プ
(
型
録
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ス
ペ
ー
ス
を
、
此
の
プ
ラ

ン
ク
@
ユ
ニ
ッ
ト
(
型
録

番
競
二
八
七
四
〉
で
穴
埋

を
し
て
置
く
と
.
非
常
に

鰹
裁
も
よ
く
、
且
つ
経
済

的
で
も
あ
る
。

定
債

。ILH

o 

堂
箇

テ
コ
ラ
イ
ト

フ
ラ
ッ
シ
ュ

プ
レ
ー
ト

ス
ヰ
ツ
チ
二
笛
用
の
も

ω
二
種
と
、
ス
ヰ
ツ
チ
三

箇
用

ω
も
の

二
種
と
-
か
新

し
く
稜
賀
さ
れ
た
。

何
れ
も
一
ア
コ
ラ
イ
ト
製
で
あ
る
か
ら
、
使
用
中
汚

れ
る
こ
と
が
な
く
、
電
気
的

ω絶
縁
性
は
高
い
。
山
川

我
枇
製
品
は
幾
分
外
側
へ
積
一
J

耐
さ
せ
て
製
作
し
て
あ

る
か
ら
、
賓
際
使
用
す
る
場
合
に
は
平
に
な

っ
て
シ

ッ
ク
リ
取
附
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ス
ヰ
ツ
チ
二
箇
用

黒
色
(
型
録
番
競
二
八
四
二
l
B
〉

同

褐

色

(

型

録

番

披

二

八

四

一

丁

C
〉

凶

定

債

一

箇

0
・
二
六

ス
ヰ
ツ
チ
三
笛
用

ンクユニツブラ

同

褐黒
色色
/ヘ/ヘ
型型
録録
番番
競競

O 八八
.回l四四
四 三三

八と企
'-.../ '-.../ 

定
債

箇

テコライトフラ ッシュプレート

(スヰッチ 3筒Jll)

テコライトフラ ッ シュフ。レート

〈スヰ y チ 2筒用〉

日召
#Il、

明

且Z
-← 

校

十

月

中

の

参

観

者

参
観
者
合
計
一
、
九
四
八
名
好
季
節
と

好
天
気
に
恵
ま
れ
て
、
九
月
に
」倍
加
す
る
の
感
況
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
で
圏
館
教
は
一
二
組
八
四
六
名

で
、
主
な
る
参
観
圏
儲
は
次
の
一
迎
・
り
で
あ
る
。

陸
軍
砲
兵
撃
校

陸
軍
騎
兵
堅
校

第
一
師
園
管
内
軍
慰
自
国
御
一
行

海
軍
砲
術
墜
校

古
河
鎖
業
曾
祉
各
鎖
山
長

全
関
経
済
調
査
機
関
聯
合
曾

東
京
帝
園
大
墜
機
械
工
間
学
科
教
授

東
京
鍛
道
局

浅
野
セ
メ
ン
ト
曾
枇
員

満
洲
関
留
墜
司
法
官
御
一
行

大
蔵
省
管
繕
管
財
局

東
京
マ
ツ
ダ
曾

甲
府
排
理
庖

照
明
墜
校
主
催
照
明
講
習
曾
員

上
野
美
術
堅
校
閲
案
科
堅
生

東
京
高
等
工
謹
墜
校
堅
生

東
京
帝
閤
大
墜
酷
闘
科
堅
生

-奈
良
女
子
高
等
師
範
墜
校
堅
生

成
城
墜
閤
住
宅
地
砧
婦
人
曾

二四三二二四二二二三四二一三四七五三二
O 五 000六七 0000五 0000六 O 七
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東
京
市
目
黒
婦
人
曾

玉
成
保
姉
養
成
所

、

計

一
一
般
参
観
者
は
山
鯨
侯
爵
御
夫
妻
、

他
一
、

O
九
九
名
の
多
数
で
あ
っ
た
。

雑

報

マ

ツ

ダ

電

気

時

計

陳

列

舎

時
計
の
電
化
が
如
何
に
一
不
時
の
正
確
に
寄
興
し
て

居
る
か
は
今
夏
ら
申
す
迄
も
な
い
。
加
う
る
に
使
用

Jゼ
h 

回;
ヨ国

イ長八
1さ四 ぜ
l主力ー六六八
の名 00

法
の
簡
軍
と
堅
牢
耐
久
に
し
て
注
油
、
掃
除
の
必
要

な
く
、
市
も
経
費
低
廉
な
矯
め
、
そ
の
需
要
は
自
在

迫
っ
て
旺
盛
と
な
り
つ
一〉
あ
る
。

我
祉
は
こ
の
機
運
に
更
に
拍
車
を
掛
け
る
た
め
、

今
同
普
及
型
電
気
時
計
守
護
士
賀
し
た
。
そ
の
披
露
を

粂
ね
て
マ
ツ
ダ
電
気
時
計
の
陳
列
命
日を
我
一世
銀
座
高貝

応
催
揚
に
於
て
十
月
十
三
日
よ
り
三
十
日
迄
開
催
し

た
が
、
議
約
の
御
注
文
の
赤
札
の
連
鎖
に
は
、
来
観

者
は
等
し
く
驚
異

ω
眼
を
見
張
っ
て
居
ら
れ
た
。

媛

房

電

化

推

奨

の

舎

銀座貰府の電気時計 の 陳列

銀座買陪の電気;援房器陳列

眠
法
房
の
電
化
が
園
民
保
健
上
侠
く
べ
か
ら
ざ
る
事

は
、
識
者

ω夙
に
認
め
て
居
る
慮
で
あ
る
。

従
っ
て
電
熱
器
の
需
要
は
年
毎
に
旺
盛
を
極
め
、

殊
に
最
近
に
至
つ
て
は
和
室
と
の
調
和
を
考
慮
し
た

樹
新
型
も
市
揚
に
現
れ
る
に
至
っ
て
、
そ
の
使
用
方

面
は
一
居
波
大
さ
れ
た
形
で
あ
る。

我
枇
銀
座
高
貝
屈
で
は
、
巌
寒
守
迎
へ
ん
と
す
る
十

一
月
一
日
よ
り
三
十
日
ま
で
、
各
優
秀
メ
ー
カ
ー
の

誇
わ
と
す
る
各
種
電
気
媛
房
器
の
新
型
を
、
費
時
の

催
揚
に
陳
列
し
て
、
一
般
顧
客
の
御
参
考
に
供
し
、

多
大
の
好
評
を
博
し
た
。

j毎

タト

ア

パ

ー

ト

在

住

者

の

太

陽

北
米
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
中
央
公
園
の
南
に
あ
る

十
四
階
建
の
ア
パ

ー
ト
で
は
、
内
側
の
室
々
は
、
太

陽
の
光
に
は
殆
ど
恵
ま
れ
て
居
ら
な
か
っ
た
。
所
が

最
近
に
至
り
顧
問
技
師
ク
リ
プ
ト
ン
。
イ

1
@
ス、
E

ス
氏
が
京
異
で
見
ら
れ
右
や
う
に
、
総
数
十
八
箇
の

投
光
器
守
九
階
以
下
に
設
備
し
大
の
で
あ
る
。

比
の
照
明
は
季
節
に
よ
っ
て
異
る
が
一
日
に
八
時

間
乃
至
十
二
時
間
位
用
ひ
ら
れ
、
特
に
曇
っ

た
日
な

ど
に
は
便
利
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
光
が
窓
に
さ

す
具
合
は
、
殆
ん
ど
太
陽
が
射
込
む
の
と
同
じ
に
感
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ぜ
ら
れ
る
そ
う
で
あ
る
。

勿
論
、
在
住
者
の
心
の
平
静
世
に
個
人
の
秘
密
は

充
分
保
て
る
や
う
に
し
て
あ
る
。
全
自
動
式
の
同
期

電
動
機
型
タ
イ
ム
@
ス
ヰ
ツ
チ
に
よ
り
、
電
動
機
運

轄
の
デ
イ

7
J
を
動
か
し
て
、
投
光
照
明
を
制
御
し

て
居
る
。
従
っ
て
ス
ヰ
ツ
チ
を
入
れ
て
か
ら
.
一
番

明
る
く
な
る
ま
で
に
は
約
十
五
分
間
を
要
す
る
由
。

(
此
慮
に
用
ひ
た
電
球
が
パ
イ
タ
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た

な
ら
申
分
は
な
い
と
思
は
れ
た
が
、
そ
の
黙
は
書
い

て
な
か
っ
た
の
で
少
な
か
ら
や
ノ
残
念
で
あ
っ
た
。)

警R

霊長

4安i

の

富市

な

容
'也、

最
近
濁
逸
ベ
ル
リ
ン
市
の
大
商
庄
で
、
山
斬
新
な
夜

間
飾
窓
照
明
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
方
法
は
巽
黒
な

飾
窓
に
鶴
鵡
の
や
う
な
烏
を
一
一
例
，
止
木
に
と
ま
ら

せ
て
七
尺
程
の
高
さ
に
置
い
て
あ
る
。
此
の

鳥
の
羽
毛
は
赤
、
背
，
葉
、
白
に
照
明
さ
れ

て
居
る
の
で
、
一
寸
見
た
所
で
は
鳥
は
硝
子

製
で
あ
っ
て
、
内
部
か
ら
光
を
出
し
て
居
る

や
う
に
見
へ
る
。
し
か
し
賓
際
は
厚
い
不
透

明
な
張
子
細
工
で
で
き
て
居
っ
て
、
見
物
人

に
は
ど
う
し
て
照
明
さ
れ
て
居
る
の
か
気
が

附
か
ぬ
の
は
遁
理
、
特
別
新
じ
い
照
明
法
-
か

採
用
さ
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
市
の
ア
ク

エ
ル
命
日
祉
の
リ
エ

ー

ル
博
士
は
、
最
近
こ
の
鳥
の
照
明
は
ア
ウ
エ
ル
・
カ

ラ
!
と
栴
す
る
同
舎
一枇
製
の
各
種
の
燐
光
ラ
ッ
カ

ー

ト の 太陽アパ←

で
慮
現
し
た
も
の
を
用
ひ
、
此
の
張
子
の
鳥
が
輩
一一外

線
に
曝
さ
れ
る
と
，
燐
光
ラ
ッ
カ

ー
の
表
面
か
ら
不

可
腕
光
線
が
可
視
光
線
と
な
り
、
表
面
に
塗
ら
れ
た

ラ
ッ
カ
ー
の
種
類
に
よ
っ
て
、
各
種
の
色
彩
と
な
っ

て
表
れ
て
く
る
の
だ
と
述
べ
て
ゐ
る
。

叉
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
皐
の
レ
ナ
ル
ド
教
授
は
、

光
の
電
子
的
衝
撃
は
燐
の
中
に
突
入
し
て
そ
こ
に
蓄

積
し
、
そ
の
後
再
び
光
と
し
て
放
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
郎
も
他
の
波
長
で
は
燐
は
蓄
電
装
置
と
な
つ
れ
れ

わ
、
或
は
光
の
愛
換
装
置
と
な
る
の
で
あ
る
。
例
へ

ば
線
色
光
が
燐
の
中
に
透
入
す
れ
ば
、
赤
色
光
と
し

て
放
射
さ
れ
る
し
、
叉
同
様
に
し
て
、
飾
窓
中
の
不

可
視
の
輩
一一外
線
は
可
視
光
に
愛
化
さ
れ
て
、
我
等
の

眼
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

ン市の飾窓

ア
ワ

エ
ル
命
自
社
で
は
特
殊
ラ
ッ
カ
ー
と
特
別
の
光

と
の
併
用
に
よ
っ
て
、
色
彩
紋
果
研
一
改
良
す
る
ご
と

に
成
功
し
た
が
、
光
の
援
換
の
妓
率
は
紫
色
光
が
緑

色
又
は
黄
色
に
愛
へ
ら
れ
る
時
に
は
、
三

O
l四
O

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
居
る
と
云
は
れ
て
居
る
。
，
古
皇

外
線
の
光
源
と
し
て
型
鉛
弧
光
の
如
、き
は
、
普
通
の

ペノレリ

白
熱
電
燈
よ
り
も
絵
程
高
い
妓
率
の
も
の
と
な
る
の

で
あ
る
。
か
く
の
如
く
し
て
室
外
線
の
光
源
と
燐
光

性
物
質
の
併
用
は
、
此
種
の
照
明
に
封
す
る
光
源
と

し
て
は
、
普
遁
の
白
熱
電
燈
よ
り
も
一
一
唐
経
済
的
な

も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
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。〉

/、二、

?'I: 

----・
つ

1 

酒
を
飲
み
に
行
く
と
き
へ
い
へ
ば
、
そ
れ
が
如
何
に
も
墜
落
で
あ
る
か
の
如

く
考
へ
、
義
一
者
を
侍
ら
せ
た
と
さ
へ
い
へ
ば
、
そ
の
審
者
と
怪
し
い
か
の
や
う

に
考
へ
た
が
る
の
が
世
間
の
細
君
の
心
理
で
あ
る
。

甲
野
君
は
、
今
ま
で
随
分
、
そ
の
細
君
心
理
に
悩
ま
さ
れ
て
、
痛
く
も
な
い

腹
を
探
ら
れ
た
が
、
さ
う
か
と
い
っ
て
.
好
き
な
酒
を
や
め
る
誇
に
も
行
か
宇

同
じ
類
を
以
て
集
ま
る
細
井
君
や
山
村
君
と
.

な
は
の
れ
ん

縄
暖
簾
の
小
料
理
屋
へ
通
っ
て
ゐ
た
。

い
つ
も
新
橋
際
の
金
鳴
と
い
ふ

『

u

・ま
た
、
飲
ん
で
ら
し
っ
た
の
ね
』

果
し
て
、
細
君
の
機
嫌
は
悪
か
っ

r。

『

u

う
ん
、
ち
ょ
っ
と
L

甲
野
君
は
、
受
太
刀
だ
っ
た
。

『

U

ど
こ
で
召
じ
上
っ
た
の
n』

+
各
什

VD 

Z業

同

u
銀
座
一
長
だ
』

間

u

カ
フ
エ
ー
で
す
か
n』

司
馬
鹿
な
。
カ
フ
エ

ー
な
ん
か
、
馬
鹿
ら
し
く
て
行
け
る
も
の
か
L

同

U

ぢ
や
、
ど
こ
で
す
の
n』

間

u

小
料
理
屋
さ
n-

『

u

女
が
ゐ
る
で
せ
う
Lな
か
み

そ
こ
の
女
将
百
け
の
小
さ
い
庇
だ
よ
』

同

U

女
っ
て
、

同

u

で
、
ま
さ
か
，
お
一
人
ぢ
ゃ
な
い
ん
で
せ
う
L

『

u

山
村
と
細
井
さ
L

同

u

山
村
さ
ん
や
細
井
さ
ん
と
は
、
飴
程
気
が
合
ふ
と
見
え
ま
す
の
ね
。

い
つ
も

L 

そ
れ
で
、
そ
の
夜
は
迫
窮
か
ら
逃
れ
た
。
山
村
君
に
し
ろ
、
細
井
君
に
し
ろ
、

甲
野
君
と
は
中
皐
時
代
の
同
級
生
で
、
し
か
も
.
そ
の
頃
か
ら
早
業
の
成
績
は

惑
か
に
よ
く
、
今
で
も
職
業
こ
そ
達
へ
、
そ
の
地
位
は
甲
野
君
な
ど
の
比
で
は

44 
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な
か
っ
た
し
、
そ
の
こ
と
を
細
君
も
ま
た
甲
野
君
か
ら
聞
い
て
ゐ
た
の
で
、
何

か
と
い
ふ
揚
合
、
自
分
に
弱
味
の
あ
る
や
う
な
時
に
.
彼
等
の
名
前
を
引
用
す

れ
ば
、
そ
れ
で
細
君
は
納
得
す
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
大
。

2 

『.
4

手
に
、
山
村
さ
ん
と
細
井
き
ん
で
す
か
』

あ
る
夜
、
ま
た
、
甲
野
君
は
細
君
に
訊
か
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
夜
は
、
貫

は
山
村
君
や
細
井
君
と
は
一
緒
で
な
く
、
ほ
か
の
連
中
と
別
の
家
で
飲
ん
で
蹄

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

ヲ
フ
ん
n』

『

u

そ
れ
に
し
て
も
、
よ
く
遅
く
ま
で
召
し
上
ら
れ
る
の
ね
』

同

U

遅
く
っ
て
、
こ
れ
で
も
早
く
蹄
っ
て
来
大
方
だ
ぜ
n』

『

J
)
れ
で
L

ヲ
フ
ん
。
山
村
や
細
井
と
来
た
ら
.
四
十
面
を
さ
け
て
、
よ
く
も
あ
ん
な
に
飲

め
る
と
思
ふ
な
η』

吋
あ
な
た
だ
っ
て
、
同
じ
こ
と
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
L

句
で
も
、
あ
い
つ
等
、
ま
花
飲
ん
で
る
ん
だ
n』

『

U

そ
れ
に
じ
て
も
、
帽
子
と
ス
テ
ッ
キ
は
ど
う
な
す
っ
た
ん
で
す
』

甲
野
君
は
、
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
。
方
々
で
梯
子
酒
を
や
っ
て
ゐ
る
問
に
、

ど
こ
へ
忘
れ
て
来
た
の
か
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
帽
子
も
か
ぶ
っ
て
ゐ
な
け

れ
ば
、
ス
テ
ッ
キ
も
突
い
て
ゐ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
を
眼
敏
く
も
細
君

に
見
破
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

E
L

そ
れ
が
さ
、
僕
が
も
う
跨
る
と
い
ふ
の
に
、
拐
す
ま
い
と
し
て
、
帽
子
と
ス

-
ア
ッ
キ
を
隠
し
ゃ
が
っ
た
の
き
L

『

U

そ
れ
で
、
山
村
さ
ん
も
細
井
さ
ん
も
、
ま
だ
残
っ
て
ゐ
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す

カ、
11:， 

同

u
ベC
、ヮ
-
LI

小。

ぃ
、
年
を
し
て
馬
鹿
な
奴
等
き
L

一

『
で
も
，
あ
な
た
は
感
心
ね
。
そ
ん
な
に
早
く
切
り
上
け
て
ゐ
ら
し
っ
た
ん
で

す
か
ら
』

甲
野
君
は
、
兎
に
角
、
険
悪
ら
し
い
雲
行
き
か
ら
救
は
れ
た
。

'‘， 
J 

『

u

山
村
さ
ん
や
細
井
さ
ん
と
行
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
、

な
は
の

れ

ん

同

u
銀
座
裏
の
縄
暖
旅
だ
っ
て
、

吋
何
て
い
ふ
家
』

一
館
、
ど
こ
で
す
の
』

い
っ
た
ぢ
ゃ
な
い
か
』

『

u

金
調
何
回

豆
久
は
、
女
将
だ
け
だ
っ
て
、
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
わ
ね
』

=司9J

そう

のん
女主 』

綿一み

若

ん
で
す
'h、
L 

2
右
い
こ
と
は
若
い
け
ど
、
十
文
三
分
み
た
い
な
顔
を
し
て
ゐ
る
女
だ
よ
』

司

u

十
文
三
分
っ
て
何
で
す
の
n』

一九
普
通
の
女
の
足
袋
は
、
九
文
三
分
か
五
分
、
精
々
で
七
分
位
、
た
ら
う
L}

『
M

ぇ
、

』

お
か

&

句
と
こ
ろ
が
、
そ
の
女
将
は
、
普
通
の
女
以
上
に
長
い
顔
、
4

守
し
て
ゐ
る
』

4_5 
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『

u
普
通
以
上
だ
か
ら
十
文
三
分
で
す
の
』

同

u

十
文
三
分
っ
て
、
美
人
ぢ
ゃ
な
い
っ
て
意
味
で
す
の
』

同

υ

さ
う
だ
ら
う
ぢ
ゃ
な
い
か
。
そ
ん
な
長
い
顔
の
美
人
て
、
想
像
出
来
る
か

司
会
」
う
さ
。
う
ま
い
形
容
、
に
ら
う
L

同

u

ほ
〉
〉
〉

〉
。
お

口
が
患
い
の
ね
。
で
、
そ
の
女
の
人
、
幾
つ
位
L

可可

日二
那十
で四
もと
あ.方、
る五:
んと
j)、

っ
て
ずこ

な
L 

で
す
か
L

同

u
な
い
一
た
ら
う
。
…
に

っ
て
、
こ
な
い
だ
ま

で
、
カ
フ
エ
ー
へ
出

て
ゐ
た
ら
し
い
ん

だ
n』

『

u

で
す
か
ら
、
誰
か

且
那
が
つ
い
て
、
そ

れ
で
庇
を
出
し
て
も

ら
っ
た
ん
ぢ
ゃ
な
い

ん
で
す
か
』

mu

馬
鹿
に
く
は
し
い

ん
だ
な
』

し、
色=可

で
は
、
安
心
し
て
宜
ご
ざ
ん
す
ね
』

同

u
鉦
…
込
耐
n国

4 
あ
る
晩
、
銀
座
へ
買

ひ
物
に
出
た
鶴
、
り
途

で
、
甲
野
君
は
細
君
と

一
緒
に
、
金
菊
の
前
を

遁
り
か
〉
っ
た
。

同

u

お
い
、
ち
ょ
っ
と
寄

っ
て
見
な
い
か
L

可
ど
こ
へ
で
す
の
L

『

u

例
の
金
粥
へ
き
L

『

u

い
や
で
す
わ
、
そ
ん

な
と
こ
』

46 

『

u

か
ら
か
ふ
も
ん
ち
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
わ
。
き
う
ぢ
ゃ
な
く
っ
て
』

寸
で
も
、
ま
あ
、
お
茶
花
け
で
も
飲
ん
で
け
ば
い
〉
ぢ
ゃ
な
い
か
。
愛
な
と
こ

コ
宍
人
で
せ
う
ね
』

『

u

さ
あ
、
そ
れ
は
知
ら
な
い
な
n』

司

u

で
も
、

御
免
一
家
り
ま
す
わ
』

ろ
ぢ
ゃ
な
い
っ
て
こ
と
、
見
る
だ
け
で
も
見
と
い
て
も
ら
ひ
た
い
か
ら
L

『

u

若
い
こ
と
は
お
前
よ
り
若
い
け
ど
、
何
し
ろ
十
丈
三
分
だ
か
ら
な
n
b

同

u

そ
ん
な
に
い
は
や
ノ
に
さ
L
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ら
っ
し
ゃ
れ
ば
L

『

u

で
は
、
私
、
そ
と
で
待
っ
て
ま
す
か
ら
、
あ
な
た
だ
け
、
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て

『

u

川
郡
慢
な
『
)
と
を
い
ふ
な
よ
』

『

u

あ
ら
、
ま
あ
、

も
う
甲
野
君
は
、
そ
こ
の
入
口
を
開
け
て
ゐ
大
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
。
山
ア
さ
ん
や
細
ク
さ
ん
も
ゐ
ら
し
っ
て
ま

す
わ
n』
女
絡
が
出
て
来
大
。
甲
野
君
は
、
尻
込
み
す
る
細
君
を
無
理
に
引
き
入
れ
て

野
君
と
細
君
と
は
、

二
階
へ
遇
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

女
眼
前
に
紹
介
し
た
。
結
局
、
山
村
君
や
細
井
君
も
来
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
、
甲

5 

『パ
割
合
に
面
白
、い
と
こ
ね
』

そ
の
夜
賜
っ
て
か
ら
、
細
君
は
甲
野
君
に
い
っ
た
。

可
イ
ン
チ
キ
ぢ
ゃ
な

い
花
ら
う
』

中
野
君
も
、
幾
分
安
心
し
て
ゐ
た
。

『

u

え
〉
、
気
の
置
け
な
い
底
で
す
わ
ね
n

』

『

u

そ
れ
は
さ
う
と
、
十
丈
三
分
は
ど
ラ
行
』

ら

ぬ

名

知

ノL そポ
のの ケち

が中ツよ
/:11 五三 ト っ
て 訓j かと
~，ミベら 1=1:
た之、 て名司手
。ゐ .刺の

紙る入手
入とれ の
れ、をあ

のい /:1:¥ぃ
中ろした
かんでIl~j:
らな、、

罪リ
も
三
四
枚
、
知
ら
ぬ
引

の
名
刺
が
出
て

来
た
し
、
手
帳
の
問
に
も
二
三
枚
、
自
覚

え
の
な
い
人
の
が
入
っ
て
ゐ
た
。

一
枚
々
々
に
つ
い
て
考
へ
て
見
る
と

『

u

可
哀
さ
う
で
す
わ
よ
。
十
文
三
分
だ
な
ん
て
、
そ
ん
な
に
長
い
こ
と
あ
り
ま

せ
ん
わ
。
締
麗
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
』

同

υ

』、ど
う
か
い
L

守
で
も
、
男
の
方
は
得
ね
。
あ
〉
や
っ
て
、
気
の
合
っ
た
お
友
達
同
士
で
飲
ん

で
れ
ば
、
家
へ
賜
る
の
を
忘
れ
る
の
も
無
理
な
い
と
思
ひ
ま
し
た
わ
L

同

u

感
心
。
つ
れ
て
行
っ
た
の
も
、
高
夏
無
駄
ぢ
ゃ
な
か
っ
た
っ
て
誇
だ
な
』

『

u

で
す
け
ど
、
あ
た
し
考
へ
ま
し
た
わ
。
あ
の
女
の
人
ね
。
日
一那
が
な
い
っ
て

お
っ
し
ゃ
っ
た
け
ど
、
本
訟
に
旦
那
が
な
い
と
す
れ
ば
、
あ
〉
や

っ
て
席
を
張

っ
て
け
な
い
ん
ぢ
ゃ
な
い
か
知
ら
っ
て
。
だ
か
ら
、

一貫
は
、
あ
な
た
や
山
村
さ

ん
や
細
井
さ
ん
た
ち
で
、
お
金
を
出
し
合
っ
て
、
そ
れ
で
庇
を
出
さ
せ
て
る
ん

ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
の
』

同

u

お
い
、
冗
談
い
ふ
な
よ
。
僕
に
そ
ん
な
徐
裕
が
あ
る
と
思
ふ
の
か

い
n

』

同

u
J
、、
円
」
う
は
思
ひ
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
れ
に
、
さ
う
で
な
け
れ
ば
結
構
で
す
け
ど
、

何
百
か
、
あ
た
し
ま
で
、
あ
の
女
の
人
が
好
き
に
な
っ
た
ら
し
い
の
』

そ
の
夜
以
来
、
甲
野
君
夫
妻
は
、
銀
座
の
競
り
な
ど
に
は
、
よ
く
そ
の
金
強

へ
寄
っ
て
は
食
事
を
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
甲
野
君
が
酒
を
飲
ん
で
退
く
蹄
つ

て
も
、
金
菊
で
飲
ん
だ
と
さ
へ
い
へ
ば
、
無
論
、
細
君
は
処
口
め
な
か
っ
た
。

そ
の
中
の
二
三
人
だ
け
は

記
憶

に
あ
る

取
交
し
た
も
の
ら
し
い

が
、
他

の
大
部
分
は
、
ま
る
で
忠
ひ
出

製
粉
命
日
祉

の
男
の
も
あ
る
。
キ
ネ
マ

せ
な
い
。
察
ナ
る
と
ζ

ろ
、
玄
人
と

ム岡田
枇
の
宣
体
部

の
男

の
も
あ
る
。
新
聞

織
に
小
料
理
屋
あ
た
り
へ
行
っ
た
時
、
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友
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介
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あ
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。
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